
(博士課程)





医学獣医学総合研究科

【アドミッションポリシ~l

1. 教育理念(教育理念・目標、育成する人材像)

本専攻の使命は、生命科学の発展と社会の福祉の向上に寄与することです。各コース

では、以下を備えた人材を育成します。

1.生命科学研究者育成コース

医学・獣医学領域の生命科学研究者や教育者として活躍することができる人材を養成

する。また、畜産関係者への教育により、修士修了後に、医学・獣医学の知識を持ち、

科学的な思考で人獣共通感染症や口蹄疫などの感染症に対応し啓蒙活動ができる人材

を育成する。

2.高度医療関連技師養成コース

合理的、科学的な思考能力を有し、より高度で先進的な医療支援に携わることができ

る人材、また、該当医療支援領域における後進の教育・指導に当たることができる人材

を養成する。

3.生命倫理コーディネーターコース

最新の医事関違法や省庁の倫理指針、関連諸学会の倫理ガイドライン等に精通し、そ

れらを迅速に研究の現場、臨床の現場へフィードパックするための知識と能力を身に付

けた人材を養成する。

2.入学者受け入れ方針(求める人材像)

本専攻は、医学と獣医学を融合した高度な研究活動を実践している本研究科博士課程

への進学を視野に入れた教育研究を行うものであり、また、地域社会の要請に応えうる

人材の輩出を考慮した教育研究を目指すものです。そして、本専攻での修学は、医学・

獣医学分野及び医療社会学分野¢研究と教育、あるいは高度な診療支援に携われる人材

の養成を主限としています。

したがって、本専攻では、次のような人材を求めています。

1.生命科学研究渚育成コース

将来、医学・獣医学領域の生命科学研究宕としての道を志す農学、薬学 (4年制)、

理学、工学などの自然科学系学部卒業者、医療関連企業等で働く社会人及び畜産関係者。

あるいは、社会学的側面から医学・獣医学領域生命科学の課題や医療に関する研究を志

す人文社会科学系学部卒業生や畜産関係者又は海外において 6年制未満の課程を卒業

した獣医学士。
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2.高度医療関連技師養成コース

医療系専門学校や4年制大学学部を卒業後、専門職業人として医療現場で医療支援の

実務に携わっている社会人、あるいは、将来、医療支援の実務に携わることを考えてい

る4年制大学学部卒業生。

3.生命倫理コーディネータ}コース

医療・福祉系の学部卒業生、農学、工学などの自然科学系学部卒業生、心理学、社会

学、教育学、哲学、法学などの人文社会科学系学部卒業生など、幅広いパックグラウン

ドを持つ学部卒業生、及び臨床心理士や医療・看護・福祉関連の資絡を有し実務経験と

問題意識のある社会人ロ

3 入学者選抜の基本方針

1.求める学生像に沿って、受験者のアカデミックパックグラウンドやキャリアを参考

にしつつ、受験者が希望する研究テーマや目標、本修士課程修了後に目指すもの等を考

慮し、総合的に選抜します。

2. 客観的で透明性のある方法によって、公平に選抜します。

[カリキュラムポリシー]

本研究科は、医学・獣医学の連携・融合した研究の基盤となる科目として「研究基盤

科目」とコース毎の「研究科目」、 「特別研究科目」、 「研究指導科目」でカリキュラ

ムを構成しています。

①高度臨床医育成コース

本コースでは、複数指導体制の下で、症例検討会に参加し、症例研究、臨床研究を行

い、学会発表、論文作成を行い、各分野別の臨床研究を自立して遂行し得る能力を修得

することを到達目標とする。

・研究科目では、臨床研究を遂行するために必要な基礎知識を体系的に修得するとと

もに、ヒト由来検体を扱う際に生じる倫理問題について学ぶ。

・特別研究科目では、各専門分野で臨床研究を遂行するために必要な基礎知識を修得

させる。
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-研究指導科目では、疾病の成因、新しい安全な診断・検査・治療法の開発・評価、

臨床疫学など、患者に対する診療を通じた臨床研究のテーマを課し、博士論文作成

のための研究指導を行う。

-研究科目及び特別研究科目では、各医学専門学会での専門医資格取得を視野に入

た診断・治療技術を修得させる。

②高度獣医師育成コース

本コースでは、複数指導体制の下で、獣医診療において専門性の高い診断・治療技術

を修得し高度な研究マインドを有する指導的獣医師の育成を目的とする。本コースは、

獣医診療に軸足をおいた他に類を見ない特色あるコースとする。

・研究科目では、学部教育よりも専門的に高度に細分化した教育(獣医周産期特論、

牛の脂質代謝障害特論、獣医循環器学、食中毒特論など)と医学関係の先端的画像

診断学や麻酔学などを取り入れた実践的教育を実施する。

-特別研究科目では、各専門分野で臨床研究を遂行するために必要な基礎知識を修得

させる。

・研究指導科目では、それぞれの専門分野における研究のテーマを課し、博士論文作

成のための研究指導を行う。

③研究者育成コース

本コースでは、複数指導体制の下で実験・研究を行うとともに、ラボセミナーに参加

するほか、学会発表、論文作成を行い、先端的な医学・獣医学の研究を自立して遂行し

得る能力を修得することを到達目標とする。

・研究科目では、医学・獣医学分野での研究を遂行するために必要な知識を体系的に

修得させる。

-特別研究科目では、自立した研究者に求められる資質や能力とともに、各専門分野

で研究を遂行するために必要な基礎知識や実験手技を修得させる。

・研究指導科目では、それぞ、れの専門分野における研究のテーマを課し、博士論文作

成のための研究指導を行う。
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【ディプロマポリシー】

本研究科に本学の規定する修業年限以上在学し、指導教員の指導の下、所定の単位を

修得し、下記の各コースが目標とする専門研究者としての能力を身につけたことが確認

され、かっ、博士論文の審査及び最終試験に合格した者に博士の学位を与える。

博士としての能力

①高度臨床医育成コース

-高い倫理観を有する専門性の高い診断・治療技術に裏打ちされた高度な研究マイン

ドを持った指導的臨床医としての能力

・臨床と研究をバランスよく経験することにより、双方を兼ね備えた高度臨床医とし

ての能力

[学位]博士(医学)

②高度獣医師育成コース

・獣医診療において、獣医学の診断・検査法、治療法、手術方式を学び、その手法を

履修することで、専門性の高い診断・治療技術を修得し、高度な研究マインドを有

する指導的獣医師としての能力

[学位]博士(獣医学)

cr研究者育成コース

-国際的に活躍できる医学・獣医学の教育研究を担う能力

・医学・獣医学の両分野にまたがる幅広い専門知識と、研究に必要な実験のデザイン

等の研究遂行能力

[学位]博士(医学)又は博士(獣医学)
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0宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科博士に関する学位論文審査細則
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(目的)
第 1条 この細則は、宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科(以下「研究科」という。)博士に関

する学位論文審査を円滑に行うために定めるものである。

(論文提出の資格要件、時期等)
第 2条宮崎大学学位規程(以下「規程」という。)第 3条第 3項の規定により学位論文を提出しよ

うとする者は、 12月中旬までに学位論文を提出するものとする。 ただし、宮崎大学学務規則(以
下「学務規則Jという。)第 76条第 2項に定める単位を修得した者又は学位論文を提出する日の
属する学年末までに、単位を修得する見込みがある者でなければならない。

2 研究科に 4年以上在学し、所定の単位を修得している者にあっては、前項の規定にかかわらず、
学位論文の提出の時期は問わないものとする。

3 研究科に 4年以上在学し、所定の単位を修得したうえ退学した者が、再入学しないで学位論文
を提出する際は、退学から 1年以内の場合は、規程第 3条第 3項の規定により学位の授与を申請
したものとし、退学から l年を超えて提出する場合は、規程第 3条第4項の規定により学位の授
与を申請したものとする。

(早期修了予定者の論文提出の資格要件、時期等)
第 3条 学務規則第 76条第 2項ただし書きに規定する優れた研究業績を上げた者(以下「早期修了

予定者」という。)とは、 CurrentContents に収録され、入学年度の学術雑誌のインパクトフ
ァクター (2年平均)が 5点以上の雑誌に掲載された原著論文 l編、若しくは 2.5点以上の雑誌
に掲載された原著論文2編以上を有するものとする。

2 前条第 1項に定める時期までに学位論文を提出できない者にあっては、翌年の 5月下旬までに
提出することができるものとする。

(課程修了者以外の論文提出の資格要件、時期等)
第4条規程第3条第4項の規定により学位論文を提出しようとする者は、次の各号のいずれかに該

当する研究歴を有する者とし、学位論文の提出の時期は問わないものとする。
(1) 大学において 6年制の課程(医学、歯学、薬学、獣医学)を卒業した者は、 9年以上
(2) 大学院修士課程を修了した者は、 10年以上
(3) 4年制大学の課程を卒業した者は、 12年以上

(資格審査)
第 5条 学位論文を提出しようとする者は、事前に資格審査を受けなければならない。
2 学位論文提出の資格審査は、大学院医学獣医学総合研究科運営委員会が行う。
3 資格審査に関し必要な事項は、 lllJに定める。

(学力の確認)
第 6条 規程第 10条第 1項に規定する外国語は、英語とする。

(論文審査願出)
第 7条 規程第 3条の規定に基づき学位論文の審査を願い出る者は、次に掲げる書類等を添え、主

指導教員又は論文紹介教員を経て、研究科長に提出するものとする。この場合において、規程第
3条第 3項の規定により学位論文を提出する者は、第 2号及び第 10号から第 13号を除き、規程
第 3条第4項の規定により学位論文を提出する者は、第 1号を除き提出するものとするロ
(1) 学位論文審査願(別紙様式第 1) 1部
(2) 学位論文審査申請書 (ll1J紙様式第 2) 1部
(3) 論文目録(別紙様式第 3) 4部
(4) 学位論文 3部
(5) 学位論文(別刷) 6 0部
(6) 論文要旨(和文にあっては 2，000字程度又は英文にあっては 1，200語程度) 4部
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とし、研究科委員会開催日の 2目前までに当該構成員に配付するものとする。

(学位授与の可否)
第 13条 研究科委員会は、前条の論文審査委員会からの報告に基づき、可否投票を行い、博士の

学位を授与するか否かを議決する。
2 前項の議決を行うには、研究科委員会構成員(外国出張者及び休職者を除く。)の 3分の 2以
上が出席し、かっ、医学系及び獣医学系のそれぞれの出席者の 3分の 2以上の賛成がなければな
らない。

(雑則)
第 14条 この細則に定めるもののほか、学位論文審査の取扱いに関し必要な事項は、研究科委員

会が決定する。

附 則
この細則は、平成 22年 12月 8日から施行し、平成 22年 4月 1日から適用する。

附則
この細則は、平成 26年 4月 1日から施行する。
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学位論文の資格審査及び公開審査に関する申合せ

〔平成山月 8日〕
制定

(目的)
第 1 宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科に関する学位論文審査細則(以下「細則」と

いう。)第5条に規定する資格審査は、この申合せにより行うものとする。

(資格審査願出)
第2.資格審査を願い出る者は、次に掲げる書類を主指導教員又は論文紹介教員を経て、大
学院医学獣医学総合研究科長(以下「研究科長」という。)に提出するものとする。
この場合において、宮崎大学学位規程第3条第3項の規定により学位論文を提出しようと
する者は、第6号から第8号を除き提出するものとする。
(1)学位論文資格審査願(別紙様式 1) 
(2)学位論文(投稿原稿又は別刷)
(3)論文要旨
(4)履歴書
(5)学外の一定水準を有する学術雑誌への掲載が

証明できる資料(別刷がない場合のみ) 1部
(6)最終学校の卒業証明書又は修了証明書 1部
(7)研究歴証明書 1部
(8)研究指導担当有資格教員の推薦状 1部

2.早期修了予定者にあっては、次に掲げる書類を添付しなければならない。
(1)修業年限短縮 (3年修了)資格審査申請書(jJIj紙様式2)
(2)資格審査調書(3年修了) (別紙様式3) 
(3)修業年限短縮(3年修了)推薦書(別紙様式4)

(資格審査)
第3.大学院医学獣医学総合研究科運営委員会(以下「運営委員会」という。)は、資格審
査の願い出者について、細則第2条から第4条に定める論文提出の資格要件の有無を確認
し、その結果を、当該願い出者に通知するとともに、大学院医学獣医学総合研究科委員会
(以下「研究科委員会」という。)に報告するものとする。

部
部
部
部

寸ム

n
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n
U
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よ

司
自
ム
司
自

(審査委員)
第4 運営委員会は、学位論文提出者の履修コース、学位論文の内容等を考慮し、審査委員

の選出方法を決定し、研究科委員会に報告するものとする。
2 研究科委員会が学位論文の審査に当たって必要と認めたときは、細則第9条に定める論
文審査委員会委員に当該構成員以外の本学の教員又は他の大学院若しくは研究所等の教
員等を加えることができる。

(その他)
第5.公開審査の判定は、初回に関しては審査員全員の判定が一致した場合のみ有効とす

る。ただし、発表の内容が不十分であり一致した結論が出ない場合には判定を「保留」
とし、繰り返し審査を行うものとする。この場合、前回と同じ主査、副査が審査を行う
が、必要に応じて主査が 3人目の副査を依頼することができるものとし、最終的には主
査が副査の意見をとりまとめて判定を行う。

附則
この申合せは、平22年 12月8日から施行し、平成 22年4月1日から適用する。
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大学院医学獣医学総合研究科(博士課程) シラパス

基盤的研究方法特論(I)授業科目名

担当教員名 越本知大、山口良二、村上昇、大津健司、高宮考悟、明石良、剣持直哉

本多新、西野光一郎、平井俊範

単位数 2単位 | 配当年次 I 1年次

φ授業のねらい

医学および獣医学分野の教育研究に共通する「動物や放射性物質を用いた実験」に関して、基礎から応用

(関連法規、学内規則、取り扱い方、実験の具体例など)までを、それらに関する本学の共同利用施設(動

物実験センターやRIセンター)の利用説明と合わせて講義する。また遺伝子組み換え実験の基礎と応用、

あるいは生物資源としてのパイオリソースに関する知識や技術を紹介する。

φ授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

1.小型実験動物の項目

小型実験動物技術特論(越本知大/1回)

醤歯類やウサギ、モ/レモットといった小型実験動物の取り扱いに必要な基礎技術は、「動物愛護」、

「実験結果の再現性」、 「感染防止」等に配慮され体系立って確立されてきた。動物種の特殊性をも

含めて、動物のハンドリング、個体識別、繁殖、保定、投与、採材、自j検、安楽死等の標準的な操作

技術を確実に修得するために、本講義では実験動物技術の裏付けとなるこれらの根拠を具体的に明示

し解説する。

実験動物の疾病特論(山口 良二/1回)

実験動物にも病気があり、種々な不都合が生じる。実験動物の生産群及び実験群での病気、特に感

染症が発生すると繁殖率低下、動物の品質の低下、実験への不適、実験群動物実験成績の判定への影

響が生じ、中にはヒトへの動物由来感染症がある。特に病気の中で感染症の影響は大きい。実験動物

の疾病について、ウイノレス感染症、細菌感染症、真菌感染症、寄生虫感染症等についてそれぞれの実

験動物について講述する。

実験動物の取り扱いと手術方法特論(村上昇/1回)

小動物を実験に供する上で、実際の薬物投与、採血、あるいは麻酔において、目的に合った方法を

選択することは重要である。実際の例を示しながら、それらの選択方法、メリット、デメリット等に

ついて講義する。また、小動物を用いた手術において注意すべき点等を教授する。

2.動物実験(大動物)の項目

大動物実験特論(大津健司/1回)

実験動物として大中動物を使用する場合、豚を使用することが比較的に多い。また、シバヤギ等も

増加傾向にある。牛では卵巣割去や精巣摘出(去勢)によるホルモン負荷試験がある。実験に供する場

合の手術等については小動物とは異なり、人での外科的手術方法に準拠することが多い。ここでは特

に、これら大中動物の取り扱い方法や留意点、大動物の繁殖や成長の特徴について概説する。

3.動物実験センターの使い方、講習会の項目

動物実験関連法規、指針と大学における動物実験(越本 知大/2回)

本講義の目的は、動物実験に関わる研究者の社会的責任として、関連法規と本学の動物実験の管理

の仕組みを理解し、適切な動物実験を実践するために必要な知識を獲得することである。講義では、

動物実験計画立案と審査の仕組みゃ、動物実験施設利用に当たっての留意点を理解するために、それ

らと関連づけながら動物愛護管理法を中心とした我が国の法体系と本学動物実験規則について解説

を加える。

4.動物の遺伝子組み換え実験

遺伝子改変動物の作成と応用(高官 考悟/1回)

遺伝子の生体内での働きは、その遺伝子を過剰に発現させるか、あるいは欠損させることで知るこ

とができる。ここでは遺伝子改変動物(トランスジェニックマウス、ノックアウトマウス)の作成法

について概説するとともに、このようにして作成された動物の表現型解析から明らかになった遺伝子

の機能の幾っかを紹介する。
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5.バイオリソース

生物遺伝資源の利用と応用(明石 良/1回)

生物遺伝資源の研究や応用に必要とされる専門的技術と、社会に対し安全と安心を提供する上で必

要な生物多様性に関わる法規等について概説する。また、モデノレ生物を中心としたバイオリソース(植

物等)についても紹介し、それを用いた応用例について解説する。

6. iPS細胞研究1

iPS細胞研究 1 (本多新/1回)

理論的にどのような組織や細胞にも変化させることが可能な誘導多能性幹 (inducedp1uripotent 

stem: iPS)細胞は、体細胞である皮膚や髪の毛などからも樹立することができるため、再生医療

など多方面での応用が期待されている。本講義では体細胞のリプログラムや発生工学的な話と共に

iPS細胞の作り方やその特徴を中心に解説する。

7. iPS細胞研究 2
iPS細胞の作成方法と再生医療への応用(西野光一郎/1回)

iPS細胞の作成には様々な遺伝子導入法が報告されている。本特論では、 iPS細胞作成に使われ

る遺伝子導入法とその基本技術について解説する。また、 iPS細胞の再生医療応用への研究につい

て、具体例のいくつか挙げて紹介する。

8. RIセンターの使い方、 RI関連の法律など

RIの使用と法規制(寅l持直哉/4回)

放射性同位元素 (RI)等による放射線障害の発生を防止するために、我が国では放射線障害防止法

が制定されている。本法令を遵守し RIを適切に使用することは、一般公衆の安全を確保する上で研

究者の責務といえる。本特論では、法令に基づき、①放射線の人体に与える影響、②放射性同位元素

等の安全取扱、③放射線障害の防止に関する法令、④放射線障害予防規定について講述する。また、

RIの安全な取扱方法についても具体的に教授する。

9.放射線障害(平井俊範/1回)

本講義の目的は放射線障害について，歴史と現状，その発生メカニズムおよび症状等について

理解させ，もって，自身および患者等の放射線傷害の防止に役立てるものである。講義はパワー
ポイントを用いて行う。

争到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

毎回の小テスト及び出席状況、受講態度を勘案し評価する。

女コーディネーター:村上 昇
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授業科目名 |基盤的研究方法特論(II ) 

担当教員名|菱川善隆、津口朗、保田昌宏、片岡寛章、桑迫健二、森下和広、

加藤丈司、片山哲郎

単位数 I2単位 |配当年次 I1年次

φ授業のねらい

生命科学研究において基盤となるさまざまな研究手技のうち、形態学的研究手技、細胞生物学的研究手

技、生化学的研究手技及び遺伝子工学的研究手技について基本的知識を修得するための講義である。特に

遺伝子組み換え実験については、その法規制と学内規程についても講義する。加えて、これらの研究を効

率的に行うために必要な機器や大型設備について、共同利用センター内に整備されているものについて紹

介し、その利用法を解説する。

・授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

1 形態学研究、組織標本作製、免疫染色・ ISH

(菱川善隆、湾口朗/2回)

ポストゲノム時代を迎え、新たなペプチド・蛋白の存在様式と機能解析のニーズが求められてお

り、特に形態学的研究手法を用いて生理活性物質の動態を insituで可視化することが極めて重

要となっている。本講では、種々の形態学的研究手法と組織標本作成法について解説し、蛋白や

遺伝子の存在様式を観察する技法である免疫染色法と insitu hybridization(ISH)法の原理と研

究面での応用について概説する。

2 電子顕微鏡 (TEMとS印)及び講習会の項目

電子顕微鏡観察の基本原理と実践講習(津口 朗/3回)

透過型ならびに走査型電子顕微鏡の基本原理と生物試料を主とした観察試料作製法について講義

し、実践として試料作製から電子顕微鏡操作、写真振影・現像に至る一連の過程を講習する。

肉眼標本の作製、細胞表面抗原の解析、それ羅の方法を用いた比較生体機構(保田 昌宏/3回)
硬い骨標本だけでなく、内蔵等の柔らかい肉眼標本の作製方法やそれらの保存方法について実

際に標本観察を行いながら概説する。さらに、細胞の多重染色方法とその解析方法についても概

説し、それらの方法を用いた比較生体機構研究について講義を行う。

3.細胞培養学(片岡寛章/1回)

現在の生命科学研究において、細胞・組織培養の技術は基幹技術の一つであるといえる。本講

義においては、これまでの細胞培養学の歴史を説明するとともに、現在、どのような技術が可能

であるか講義する。更に、細胞・組織培養実験を行なうに当たり、決して見落としてはならない

重要な問題点についても、講義する。

4.ペプチド蛋白(桑迫健二/2回)

生理活性ベプチドの生体での役割を明らかにし、臨床に応用するためには、ペプチドの構造・活性

の特性のみならず、その生合成機構や受容体の構造・機能との関係、細胞内1官報伝達系の機構を解明

することが極めて重要である。本講義では、ペプチド・蛋自性ホノレモンを主体に受容体や情報伝達機

構との関連について概説する。

5. 遺伝子組み換え DNA実験法及び法律

遺伝子組換え実験特論 1 (森下和広/1回)

近年の生物学的研究では、遺伝子組換えを用いた invitro並びに lnVIVO実験が広く用いられる

ようになっている。本講義では、基本的な遺伝子組換え技術とこれを用いた種々の実験法について概

説する。

遺伝子組換え実験特論II ( /1回)

遺伝子組換え実験は、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性確保に関する法律」

の規制を受ける。本講義では、本法の概要とこれに付随する学内規定について概説するとともに、本

法を理解する上で重要な事項(遺伝子組換え生物の定義、生物の BSL分類、拡散防止措置の実際等)
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を解説する。

6.共同利用センター、機器の利用方法

生理活性物質探索分野の案内と利用および生理活性物質の機能解析手段(加藤丈司/1回)

研究手段について厚みのある知識を修得することを目指して、生理活性ベプチドの機能解析の

方法論としての生体情報の評価手段について講義し、生理活性ペプチド探索研究に必須の質量分

析装置(マススベクトロメトリー)やペプチドシークエンサーの利用方法についても解説する。

木花キャンパス生物資源研究センターの案内と利用(片山 哲郎/1回)

研究ツーノレを幅広く理解し活用することは、高度な研究を行うためにも、斬新なアイデアの発掘の

ためにも、重要なことである。本講義では、 P3A実験を行うことのできる実験室や RI遺伝子実験室を

備え、また、遺伝子関連研究のための大型設備を備える施設を研究のために有効利用するための方法

を学ぶ。

+?ElJ達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

毎回の小テスト及び出席状況、受講態度を勘案し評価する。

女コーディネーター:片岡 寛章
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授業科目名 基盤的研究方法特論 (ill)

担当教員名 板井孝一郎、荒木賢一、新城裕司、横山 彰二、マイケノレ・ゲスト、

黒田嘉紀

単位数 1単位 | 配当年次 I 1年次

φ授業のねらい

実験計画の立案に際し必要な基本的考え方から、実際の論文作成時の重要事項までを概説する。具体的

には、適切は研究計画の立案法、試料および資料の収集時に考慮しなければならない医療倫理、得られた

情報を適切に管理するための情報セキュリティーの考え方、研究結果を適切に処理するための統計法、さ

らにはその結果を学術誌に投稿するまでの英文作成法について総合的に講義する。加えて、研究結果から

発生する知的財産権の取り扱いについても提示する。

-授業計画

(オムニバス方式/全7回)

論文作成リテラシー

1.生命・医療倫理(板井孝一郎/1回)

研究者倫理を巡る諸課題、特に倫理審査委員会の構成・役割・機能を中心に、疫学的・遺伝学的研究

を巡る倫理ガイドラインの現状についての講義を行う。国際的倫理基準であるヘルシンキ宣言や CIOMS
ガイドライン等、研究者倫理をめぐる国際的コンセンサス、および倫理的対応のポイントについて教授

する。

2.情報セキュリティー(荒木 賢二/1回)

一般的な情報セキュリティーから、愚者情報保護等の医療倫理まで、研究者が供える知識と技術を具

体的事例を挙げながら講義する。

3.知的財産権(新城裕司/1回)

人間の頭脳により生み出されたアイデアや創意工夫、研究の成果を知的財産という。

2 1世紀は、優れた知的財産を創出し、産業の発達のみならず人類の福祉向上に役立てる時代である。

まず、知的財産権の基本事項について講義し、知的財産権の種類(特許・意匠・商標・著作権等)とそ

の特徴について説明し、特許制度と特許f去、権利取得の方法、時代とともに広がる特許の対象や特許を

巡る訴訟等について講義する。

4 英語論文作成法(横山 彰三、マイケノレ・ゲスト/2回)

学術的な英語の論文を作成するための基礎的な事項を取り上げる。 (書式、参考文献の付け方

や要約の仕方や章立ての作成方法等の基本的な項目)併行して、医学用語の詳しい紹介やウェブ

検索やウェブ辞書や百科事典の活用方法等も、実際に画面を使って演習する。

5.疫学及び統計(黒田嘉紀/2回)

疫学的な考えと疫学の基本

医学研究において疫学的考えを踏まえた上で研究を行わないと、後になって不都合に出くわすこと

が多い。ここでは疫学研究だけではなく、医学研究一般を行う上で必要不可欠な研究計画上の考え方

や注意点等の研究立案上必要な概念を概説し、研究をまとめる時点で困らない研究計画を作製するた

めの能力を身に付けることを中心に講義を行う。

統計処理の実際

疫学調査や実験によって得られたデータを解釈する場合、統計学的手法を用いた解析が必須とな
る。ここでは、実際の疫学データ及び実験データを例に統計処理について講義を行う。取り扱う項目
は、基本的な検定(相関関係の検定、平均値の差の検定等)とする。

+到 達 目 標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

毎回の小テスト及び出席状況、受講態度を勘案し評価する。

女コーディネーター黒田嘉紀
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授業科目名 |医学獣医学研究特論

担当教員名|北村和雄、井田隆緒、加藤丈司、伊達紫、堀井洋一郎、後藤義孝

、丸山治彦

単位数 I1単位 |配当年次 I1・2年次

@授業のねらい

生理活性ペプチドなどの生理活性物質の研究と人獣共通感染症の研究は、医学・獣医学の両面からのア

プローチが、特に有効かつ必要な研究領域であり、本研究科の重点研究領域でもある。この 2つの研究分

野における、基本的な研究法から応用研究までを講義するとともに、最新の研究トピックスを紹介する。

また、生理活性物質の応用研究の展開を例として、医療への展開研究(トランスレーショナノレリサーチ)

についての基本的な流れを概説する。

争授業計画

(オムニバス方式/全B回)

1.生理活性物質研究とトランスレーショナノレリサーチ

(北村和雄/1回)

生理活性ペプチドの探索から展開医療へ

宮崎医科大学および宮崎大学医学部では約 50種類もの多くの新たな生理活性ペプチドが単離・同定さ

れ、新たな生体制御機構が明らかにされ、医薬品としての応用研究に至る特色ある学問分野が開拓されて

きた。当大学で発見された代表的生理活性ベプチドであり、循環調節や循環器疾息の病態に重要な役割を

果たしているナトリウム利尿ペプチド (ANP、BNP、CNP) とアドレノメデュリンを題材として、これらの

ベプチドの発見から、機能解析そして臨床応用への展開の概要を解説する。

(井田隆徳/1回)

ベプチドの探索と同定法

宮崎大学ではこれまで数多くの生理活性ベプチドが単離・同定され、その生理機能の解明、さらには医

療、獣医療における医薬品としての展開が進められている。新規生理活性ペプチドの探索において、様々

な方法を用いると同時に、ターゲットに対し、両分野の解剖学的、発生学的、生理学的知識が必要になっ

てくる。これらの方法論を中心に講義する。

(伊達紫/1回)

エネルギー代謝調節異常の基盤となる生理活性物質

エネルギー代謝調節に関わる分子機構は種を越えてよく保存されており、その仕組みを理解すること

が、肥満や糖尿病といった疾息の予防や治療法の開発に重要である一方で、家畜の増体やミルクの増

産等にもつながっていく。本講座では、生命現象の維持に極めて重要なエネノレギ一代謝調節機構の基

礎を概説するとともに、エネルギー代謝調節に機能する新たな生理活性物質の探索法、それらの機能

解析、また、機能制御因子との相互作用を理解し、エネルギー恒常性を生体制御システムの一環とし

てとらえた講義を展開する。

(加藤丈司/1回)

トランスレーショナルリサーチの研究展開方法

トランスレーショナノレリサーチとは、基礎研究により生まれてくる技術や新規物質を発掘して、臨床

診断学的または臨床治療学的な応用を目指す研究展開プロセスである。基礎研究により得られた成果

を、臨床研究により実証することにより、その付加価値を高めて、新たな診断薬や治療薬の開発が可能

である。一例として、生理活性ペプチドによる生体制御機構の解析を基盤とした臨床診断学的・治療学

的応用に関する研究展開方法を紹介しつつ、トランスレーショナノレリサーチの進め方について講義する。

2.人獣共通感染

(堀井洋一郎/1回)
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人獣共通感染症概論

人獣共通感染症は、ウイノレスや細菌が引き起こす病気であると考えられがちであるが、原虫はもちろん、

多細胞の寄生虫による動物と人にまたがる疾病、あるいは動物を介して人に感染する寄生虫病も珍しくな

い。これらの多彩な人獣共通感染症は先進国をも含む世界中のあらゆる国で重大なリスクとなっている。

これらの感染症の広がりや、それらがどのように維持されるのか、あるいはどのような経路で人に感染す

るのかなど、人獣共通感染症の成り立ちについて動物と人の関わりという観点から講義する。

(後藤義孝/1回)

細菌感染症と免疫

晴乳動物には数兆個もの細菌が寄生L、共生関係が維持されている。共生関係の破綻は病原細菌の侵入

や、動物側の感染防御機構の破綻によりもたらされる。哨乳類の細菌感染に対する防御機構には動物種聞

において共通性の高いものと種により異なるものとがある。ここでは細菌感染症に対する免疫応答を中心

に幾つかの動物穫で見られる特徴について、最近の知見を基に講義する。

(丸山治彦/1回)

人獣共通感染症の診断と治療

人獣共通感染症にはいわゆる新興・再興感染症も多く、園内での発生がないものも多数ある。これらは、
渡航者数の増大と渡航先の多様化、および定住外国人の増加によって今後遭遇する確率はますます高くな
ると予想されるが、国内の診断・治療システムは十分なものとは言えない。本講義では、特に見落とされ
がちな寄生虫疾患を中心に、園内および輸入熱帯病の最新の診断法と治療について講義する。また、これ
らの疾患に対してはWHOなどの機関を中心に国際的な対策が始まっており、新規薬剤やワクチン開発など
の最新研究動向も解説する。

( /1回)

微生物ゲノム解析

様々な生物のゲノム解析が急速に進んでおり、医学・獣医学領域において人獣共通感染症研究を推進す
るうえでも、病原微生物のグノム解析とゲノム情報を利用した研究の欠かせないものとなっている。本講
義では、ゲノム情報の取得と効率の良いゲノム情報の利用に焦点をあて、これまでのゲノム研究の流れと
現状、基本的なゲノム解析の手法と利用法について講義する。また、ゲノム情報を基盤とした微生物研究
の実例として病原性大腸菌などの研究を紹介し、次世代シーケンサーを利用した新しい研究手法について
も解説する。

争 到 達 目 標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

毎回の小テスト及び出席状況、受講態度を勘案し評価する。

女コーディネーター:加藤丈司、堀井洋一郎
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授業科目名 サイエンスコミュニケーション特論

担当教員名 剣持直哉、丸山 民杉、片木 宏、山口 良一

単位数 2単位 | 配当年次 Il~3年次

@授業のねらい

大学院生相互の理解を深め、研究成果活用方法について視野を広げ、新たな興味を喚起することが

可能となる。また、学生は自らの研究の進捗状況等を発表することで、プレゼンテーションスキルの

向上を目指す。

φ授業計画

各大学院生が、自ら行っている研究課題についての口演発表を行う。
各指導教員の指導の下に、研究成果のまとめ，文献的考察、位置付けを行い、学会発表形式で口演

を行う。発表は、すべての大学院生及び関係する指導教員による分析・検証を受け、問題点を明らか
にし、お互いにその方法を探る。

口演発表後は、自らの研究課題に関する問題点の整理やその解決法、並びに今後の研究の展望につ
いてのレポートを提出する。

各領域等ごとに輪番制で害IJり振り、毎年年度初めに計画表を配付し、授業計画とする。

+iliJJ達目標

自らの研究を分析し、問題点を明らかにし、今後の研究に役立てられる。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

プレゼンテーション或いは、受講生間での議論及び教員との議論のなかで、受講生の到達度を評価す

る。

安コーディネーター:剣持直哉、丸山民杉、片本宏、山口 良一
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授業科目名 先端的医学獣医学特論

担当教員名 森下和広、後藤義孝

単位数 2単位 | 配当年次 11~3年次

争授業のねらい

医学及び獣医学の分野における著名な講師による最先端のセミナーを通して、専門分野の知識を深

め、研究分野の広がりを実感し、分野ごとの研究の現状と今後の方向性を知る。

また、最新情報に触れることで、より高度な専門知識を豊かにすることができると同時に研究者として
の態度や素養を緬養できる。

-授業計画

医学および獣医学分野において先駆的研究を行っている国内外の研究者を毎回講師として招き、最新
の研究データや最先端技術などを紹介していただく。
大学院生はこの講義を通じて研究分野の広がりを実感し、医学および獣医学分野の研究の現状と今後

の方向性を知ることができる。

毎年年度初めに計画表を配付し授業計画とする。(その時々のトピックス等も交えて計画する)

+:llJJ遠目標

授業内容について，良く理解でき，幅広い分野の専門的知識を修得する。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

出席回数により評価するロ

女コーディネーター:森下和広、後藤義孝
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授業科目名

担当教員名

研究特論(高度臨床医育成コース)

下回和哉、岡山昭彦、竹島秀雄、賀本敏行、布井博幸、鮫島治、帖佐悦男、

直井信久、東野哲也、北村和雄、平井俊範、恒吉勇男、中塁雅光、

板井孝一郎

単位数 2樹立 |配当年次い.2年次

@授業のねらい

臨床研究を遂行するために必要な基礎知識とヒト由来検体を扱う際に生じる倫理問題を体系的に

教授するとともに、各分野における最新の研究トピックスや各医学専門学会での専門医資格取得とも

関連した診断・治療技術法について概説する。

令授業計画

がん研究

1.造血器・消化器悪性腫悪事

(下田和哉/1回)

悪性腫蕩では、遺伝子変異の結果、細胞の増殖、アポトーシスからの回避が生じる。本講義では、正常
の細胞増殖機構とその破綻メカニズムを概説するとともに、造血器系・消化器系悪性腫蕩に対する発症分
子機構に基づいた最新の診断・治療法について解説する。

2ヒトTリンパ向性ウイルス (HTLV)感染症と成人T細胞白血病

(岡山昭彦/1回)

ヒトに感染するレトロウイルスとして初めて発見されたHTLVはTVンパ球に感染し、これを不死化した
細胞はクローナノレな増殖を来たす。臨床的には成人T細胞白血病だけでなく、脊髄変性疾患や自己免疫疾
患に関連するなど、多様な病態をきたす。本講義では、 HTLV感染による多彩な臨床像、 HTLV感染症と成人
T細胞白血病の疫学研究の進め方、 HTLVによる細胞不死化のメカニズムに関する研究法などについて紹介
する。

3消化器がんの外科治療

( /1回)

癌は日本における統計上死因の第一位であり、癌の種類別死亡原因として消化器がん(胃・大腸・肝臓・
勝臓・胞道)が最も多い。消化器がんの治療は外科手術が原則である。本講義では、消化器がん、特に月干・
胞.ij草がんの病態、診断法、外科手術の実際について、最近の研究トピックスを含めて概説する。

4.脳腫蕩における遺伝子異常のトピックスと動物脳腫蕩モデノレ

(竹島秀雄/1回)

小児において、脳腫軍事は死亡原因の第l位を占める疾息である。手術、放射線療法、化学療法を中心と
した集学的治療がなされているものの、依然予後の改善は不十分であり、新たな治療戦略が模索されてい
る。近年の網羅的遺伝子解析の進展等により、脳腫湯におけるエピジェネティックな変化やnon-codingRAN 
の変化など、新たな遺伝子異常も明らかになってきており、これらの遺伝子異常を動物モデノレに導入する
ことで、一部の脳臆蕩を動物で再現させることが可能になりつつある。本講義では、脳腫蕩の遺伝子異常
に関する最近のトピックスを紹介するとともに、脳』重蕩発生動物モデノレとそれを用いた新たな治療法の開
発を目指した研究について講義する。

5.泌尿器悪性腫蕩

(賀本敏行/1回)

泌尿器科領域で取り扱う悪性臆蕩は前立腺癌、勝脱癌、腎細胞癌、精巣I重E耳、腎孟尿管癌等が主なもの
である。前立腺癌では、腫蕩マーカーであるPSAが早期発見に有効であること、また内分泌療法が有効で
あることが特徴である。勝脱癌においては、勝脱腔内再発機序として腫蕩播種が重要であり、再発予防に
は抗癌剤やBCGの勝脱内注入療法が有用であるという特徴がある。本講義では、これらの泌尿器悪性腫蕩
にユニークな性状を中心に、発生から浸潤転移の機序や診断・治療法についての最新の知見を概説する。

感染免疫と小児科領域における難治性重症感染症

(布井博幸/1回)

小児の感染症はほとんどが初感染であり、その防御機構としては自然免疫の役割が非常に重要である。
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本講義では、小児で頻度の高い感染性疾患とその防御機構を概説するとともに、自然免疫系や獲得免疫系
の異常を持つ患者で生じる量症難治性感染症の病態や新規治療法開発に関する研究について講義する。

生殖発達医療とコホート研究

(鮫島治/1回)

胎児は子宮内環境下に発育と成熟を続け、胎外生活に必要な機能を獲得する。本講義では、妊娠週数に
応じた胎児の始動・呼吸運動・ REM、NONREM睡眠等の変化について、その生理と病理を講義するとともに、
地域における生殖発達医療に関するコホート研究の実際を示し、研究シーズの創出とその展開について講
義する。

運動神経の病態解析とスポーツ医学

(帖佐悦男/1回)

日甫乳動物の運動器の基本的な構造や生理等には大きな違いはないが、二足歩行を行うヒトには特有の形

態学的特徴がある。本講義では、ヒトの運動器(骨・軟骨、骨膜、筋、神経等)の構造的・生理学的特徴

について概説し、運動解析法を中心に運動器の病態研究について講義する。また、競技力向上や健康スポ

ーツの推進のための栄養管理・トレーニング・メデ、イカノレチェック・スポーツ外傷など、スポーツ医学に

関する基礎的知識についても併せて講義する。

限科系疾息研究法

(直井信久/1回)

視覚器官としてのヒトの限の解剖学的特徴と網膜の電気生理学的な特徴について解説し、新しい診断法

や治療法の開発に関する眼科領域での研究の進め方や最近の研究成果を講義する。

他党的聴覚機能評価法と難聴病態

(東野哲也/1回)

他覚的な聴覚機能評価には、耳音響放射検査、嫡電図、聴性脳幹反応等があり、それぞれ嫡牛外有毛細

胞機能、蛸牛有毛細胞~蛸牛神経レベル、蛸牛神経~脳幹レベルの聴覚系伝導路の機能評価が可能である。

これらは神経耳科学的診断法として臨床的に重要であるだけでなく，動物実験の聴覚評価にも応用可能で

ある。本講義では、 1)聴覚系のメカニズムと形態学的・電気生理学的特性， 2)他覚的聴覚検査法の種

類とその理論， 3)他覚的聴覚検査法の臨床的役割， 4)他党的聴覚検査法の組み合わせによって診断が

可能となった新たな難聴病態， 5)実験動物を用いた難聴モデルの作成とその電気生理学的病態解析，の

順に解説を進める。

高血圧診療と臨床研究

(北村和雄/1回)

高血圧は、我が国では 3500万人以上の愚者がいることが推定され、日常診療において最も診る機会が

多い疾息である。近年、海外ばかりではなく我が国においても、高血圧治療のエビデンスが集積され、エ

ピデンスに基づいた高血圧診療が実践できるようになった。

本講義では、高血圧の診療と研究の歴史と現状を解説し、臨床研究や大規模臨床試験によってもたらさ
れた高血圧診療に対する考え方の変遷について考える。

臨床画像学

(平井俊範/1回)

臨床画像学には、診断学と治療学がある。前者は、 X線・ RI・超音波・磁気共鳴装置などの物理的手段
を用いて画像を作成し疾患診断を行うものあり、後者には血管遺影、内視鏡検査などの手法を用いた治療
(IVR)のほか、電離放射線を用いた悪性腫蕩の治療がふくまれる。治療学においては、近年温熱治療・

化学療法などを組み合わせた治療法の研究も進んでいる。本講義では、臨床画像学における最先端の診断
法・治療法について講義する。

循環管理学

(恒吉勇男/1回)

ショッタ等の危機的状況における血管の反応性は、安静時とは大きく変化する。本講義では、正常な血
管の収縮・弛緩反応における血管内皮と血管平滑筋の機能について解説するとともに、ショック時の血管
反応性の変化および実際のショック患者の循環管理についての最新の知見を講義する。
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内分泌・代謝疾患

(中里雅光/1回)

本講義では、エネルギ一代謝調節にかかわるホノレモンに焦点を当て、その破綻により生じる糖尿病や肥
満などの内分泌・代謝疾患の疾愚概念や治療法について講義する。また、神経系を介して脳に情報を伝達
するホルモンの臓器開クロストーク機構における役割についての最新の知見についても紹介する。

ヒト由来組j織を用いた医学研究の倫理

(板井孝一郎/1回)

医学研究においては、ヒト組織を直接用いることにより、人体に対する薬物作用や代謝機序の正確な把

握が可能となることから、無用な動物実験や臨床試験を減少させ、被験者が副作用に苦しむことを回避で

きるなどの効果も期待できる。一方で、ヒト組織を用いた臨床研究においては、提供者の意思確認など、

様々な倫理的側面の検討が不可欠であり、ヒト組織利用のための手続きを明確化する必要がある。本講義

では、厚生労働省審議会答申「手術等で摘出されたヒト組織を用いた研究開発のあり方」、同省「ヒト幹

細胞を用いる臨床研究に関する指針」を中心に、ヒト由来組織を用いた医学研究の倫理について解説する。

争到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

毎回の小テスト及び出席状況、受講態度を勘案し評価する。

肯コーデ、イネーター:林克裕
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授業科目名 臨床病態制御学演習・実習

担当教員名 北村和雄、北俊弘

単位 数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

循環器・腎臓・高血圧・消化器疾息の病態生理を理解し、その病態が各臓器特有の構造や条件により国

有の疾患を形成していく過程を理解する。その上で、基礎にある病態を考慮した疾患の診療・治療に関す

る演習を行う。

.授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(北村和維/24回)
循環器・腎臓・高血圧・消化器疾患の病態を理解し、臨床診断学・治療学についての演習・実習を行

う。また、生理活性ペプチドの病態での意義を理解したうえで、循環器・腎臓・高血圧・消化器疾患等
の領域での生理活性ペプチドを利用した新たな診断法・治療法についての演習を行う。
腎疾息全般の臨床、病理学的な診断法、病態に応じた治療についての演習を行う。
循環器疾患全般の臨床的な診断法および病態に応じた治療法の選択についての演習を行う。

(北俊弘/6回)
高血圧、動脈硬化症全般の臨床的な診断法や治療についての演習を行う。

φ到達目標

循環器・腎臓・高血圧・消化器疾息に関する体系的な知識を修得し、基礎・臨床の研究成果を基盤とし

た高度な臨床を実践できる能力を獲得する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター北村和雄
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授業科目名 消化器・血液・腫蕩学の臨床実習

担当教員名 下回 和哉、北中 明、永田 賢治

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

@授業のねらい

消化器、血液疾患および腫蕩性疾患に関し、分子病態を理解する。そのうえで、内視鏡検査、超音波検
査などの診断技術を修得し、適正な治療が行える能力を養うための演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(下回和哉/10回)
血液疾忠の分子標的を理解し、それに基づく診断、治療法の選択を修得し、実際の医療に応用する。

標準的あるいは適正ながん治療を選択・実施し、またがん治療に伴う副作用にも適正に対処できる医師
を養成するために、がんの生物学的特性や抗悪性腫湯薬の薬理学的知識などを身につける。それらの知
識をもとに、実地に腫湯の薬物療法を行う。

(北中明/10回)
腫蕩性疾息の適正な診断、治療を修得し、実際の医療に応用することができる能力を修得させる。

(永田賢治/10回)
消化器悪性腫蕩および炎症性腸疾息、肝.njj_・ 1草疾患の成因・病態・診断・治療法を系統的に理解し，

適正な医療を実践できる能力を養う。内視鏡や超音波装置などの操作技術を身につけ、実際の症例を通
して病態解明の糸口をみつける意識をもった医師を養成するとともに，疾息の特性や、疾患に関連する
先進的高度医療や特殊医療に関する知識を修得させる。

@到達目標

消化器、血液疾慮、腫湯性疾患の分子病態の理解し、内視鏡検査や超音波検査が実施できる。これらを

もとにした適正な治療が行える。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:下田 和哉
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授業科目名 神経・呼吸器・内分泌代謝学臨床実習

担当教員名 塩見ー剛、中里雅光

単位 数 4単位 |配当年次 11~4年次

@授業のねらい

神経・呼吸器・内分泌代謝疾息の病態の理解し、診断および治療について修得する。また、本領域に関

連した臨床的研究を行う上で必要な学識、研究技法を修得する。

@授業計画

(オムニパス形式/全30回)

(塩見ー剛/15回)
神経・呼吸器・内分泌代謝疾息の病因、病態を理解し、病態解明に隠する基礎研究や臨床研究の応用

について学習する。

(中里雅光/15回)
神経・呼吸器・内分泌代謝分野における生体制御機能を理解し、最近の知見に対する理解を深める。

@到達目標

神経・呼吸器・内分泌代謝疾息の基本的な理解

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

安コーディネーター:中里雅光
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授業科目名 感染症・謬原病学臨床実習

担当教員名 岡山 昭彦

単位 数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

市中・院内(日和見)感染症および関節リウマチをふくめた謬原病の主要疾忠概念を理解し、エピデン

スに基づいた診断・治療・制御方法の修得および研究を目的とする。

@授業計画

第1段階:

頻度の高い下記の疾患について文献、インターネットなどを用いた資料収集探索を行い、指導教員との

議論を通じて理解を深める。

①呼吸器、消化器、尿路など主要臓器についての市中感染症

②カテーテノレ挿入時、手術後、抗がん剤使用後の白血球減少、ステロイドや抗サイトカイン製剤使用時

におきる日和見感染症

③早期および進行期の関節リウマチ

④全身性エリテマトーデス、強皮症、皮膚筋炎などの膝原病、血管炎症候群

⑤MRSAなどの医療関連感染症

第2段階:

指導医とともに市中・院内(日和見)感染症および関節リウマチをふくめた膝原病の実際の症例につい

て病歴聴取、診察、検査成績の解釈、問題点の作成を行い、診断や治療方針決定、インフォームドコンセ l

ント取得について指導教員との議論をふくめて学ぶ。

第 3段階:

実際の診療チームに加わり、最新のエピデンスに基づいた診療を通じて市中・院内(日和見)感染症お

よび関節リウマチをふくめた修原病の診断、治療、また医療関連感染制御の実践を習得する。またケース

カンファレンスで症例について発表し、診療グループと議論を行う。さらに最終的には症例をまとめ、文

献的考察を加えて学会発表を行い、教員の指導の下、症例報告論文作成をめざす実習を行う。

(全 30回)

@到達目標

実際の診療を通して感染症、目要原病診療を行うに必要充分な知識と技術を習得する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 小児疾患治療学演習

担当教員名 布井博幸、盛武浩、津田 浩武

単位数 4単位 |配当年次 Il~4年次

-授業のねらい

小児に起こりやすい疾患の病態と治療につき理解し、これに基づき、個々の疾息の臨床的診断と、治療

の原理とその適応と選択、実際の治療法、さらに合併症を含む予後について演習する。

-授業計画

(オムニバス方式/全 30回)

(布井博幸/9回)
小児感染症免疫疾息(小児神経および小児腎疾患を含む)の考え方と病態を理解し、その実際的な臨床

的診断法や治療法について学習する。

(布井博幸/7回)
小児循環器疾患の考え方と病践を理解し、その実際的な臨床的診断法や治療法について学習する。

(盛武浩/7回)
小児血液疾患の考え方と病態を理解し、その実際的な臨床的診断法や治療法について学習する。

(津田浩武/7回)
小児代謝内分泌疾患の考え方と病態を理解し、その実際的な臨床的診断法や治療法について学習する。

-到達目標

小児に起こりやすい疾患の病態につき理解し、治療の原理と実際の治療法を理解し、実践出来る。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター・布井博幸



授業科目名 肝胆勝癌外科治療学演習

担当教員名 近藤千博、大内田 次郎

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

肝胆勝領域の癌について、それぞれの病態を理解させる。これに基づき癌の外科治療について、その適

応、治療の実際、予後についての演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(近藤千博/10回)
胞道癒の疫学、病鶴、診断、治療について概要を理解させる。胆道癌に対する外科治療の適応、術前

管理、術の実際、術後管理について演習を行う。さらに、手術後合併症や予後から得られる手術成績に
ついて学習する。これらから、現在の外科治療の問題点、今後の展望につき検討する。

(近藤千博/10回)
肝臓癌の疫学、病態、診断、治療について概要を理解させる。肝臓癌に対する外科治療の適応、術前

管理、手術の実際、術後管理について演習を行う。さらに、手術後合併症や予後から得られる手術成績
について学習する。これらから、現在の外科治療の問題点、今後の展望につき検討する。

(大内田次郎/10回)
勝臓癌の疫学、病態、診断、治療について概要を理解させる。梓臓癌に対する外科治療の適応、術前

管理、術の実際、術後管理について演習を行う。さらに、手術後合併症や予後から得られる手術成績に
ついて学習する。これらから、現在の外科治療の問題点、今後の展望につき検討する。

φ到達目標

肝a!!拝領域の癌の病態と治療について理解したうえで、これに関する研究の目的を理解できるようにな

る。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コ}ディネーター
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授業科目名 』干胆伴病態治療学演習

担当教員名 大内田 次郎、近藤千博

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

肝胆梓領域の種々の疾息について、その病態を理解させる。これに基づき個々の疾息に対する治療方法

について、その適応と選択、治療の実際、治療効果についての演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(近藤千博/5回)
種々の胆道疾息の疫学、病態、診断、治療について概要を理解させる。さらに、診断と治療の実際、

治療後合併症や予後から得られる治療成績について演習する。これらから、現在の治療の問題点、今後
の展望につき検討する。

(大内田次郎/5回)
閉塞性黄痕やH.!l.石症、胆道炎の病態について臨床的側面から演習する。

(近藤千博/10回)
種々の肝臓の外科的疾庖の疫学、病態、診断、治療について概要を理解させる。肝腫蕩(良悪性、原

発性転移性)等外科的疾患の病態と治療の実際について演習を行う。肝予備能や術後肝機能についても
演習を行う。これらから、現在の肝疾患の外科治療の問題点、今後の展望につき検討する。

(大内田次郎/10回)
勝疾息の疫学、病態、診断、治療について概要を理解させる。勝臓の外科的疾息に対する病態と治療

の適応、実際、治療後合併症や予後から得られる治療成績について演習する。これらから、現在の治療
の問題点、今後の展望につき検討する。

- 到達目標

肝胆豚疾患の病態と治療について理解したうえで、これに関する研究の目的を理解できるようになる。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター
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授業科目名 病態制御外科治療学演習

担当教員名 中村都英、富田 雅樹

単位 数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

循環器・呼吸器・消化器内分泌外科疾患の病態生理を理解させ、検査データによる解析、診断および診

断に至る根拠、手術適応と外科治療法、手術後合併症とその対策ならびに手術近接期および遠隔期におけ

る治療効果について演習する。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(中村都英/15回)

循環器疾患の外科的治療に関する演習を行なう。
循環器疾息における病態生理・診断法・手術法・手術適応・手術後合併症とその合併症の対策および

治療効果について演習する。

(中村都英/10回)
呼吸器および食道疾患の病態生理・診断法・手術法・手術適応・手術後合併症とその対策および治療

効果について演習する。

(富田雅樹/5回)
呼吸器外科疾患の病態生理・診断法・手術法・手術適応・手術後合併症とその対策および治療効果に

ついて演習する。

到達目標

循環器外科疾患、呼吸器外科疾患および消化器内分泌外科疾患の検査データを解析でき、病態生理と

診断、手術適応と外科治療法、術後合併症とその対策および治療効果について理解できる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター-中村都英
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授業科医名 神経・運動器・脊椎臨床医学演習

担当教員名 帖佐悦男、鳥取部光司、関本朝久、渡田 浩朗

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

.授業のねらい

神経・運動器・脊椎の形態学的・生理学的特性に関する基礎的知識を習得させたうえで、疾病によりも

たされる障害が、日常生活および社会生活にどのような障害をもたらすかを理解させ、それに対する対処

法を学習させる。手段として、バイオメカニクス解析、画像解析、組織学、生化学および分子生物学的な

種々の基本的実験手技の修得を指導する。また、臨床に直結した研究を進めるために必要な研究デザイン

の立案、研究計画書の作成、データ収集、倫理的問題、医学統計等の方法論の修得するための演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全羽田)

(帖佐悦男/14回)
神経・運動器・脊椎の基礎について、解剖学、運動生理学、診断学の観点から演習を行う。臨床疾患

について理解を深めたうえで、研究デザインの立案、作成、解析法、倫理的問題、医学統計等の方法論
を修得させる。
脊椎の正常状態や疾患に関し、バイオメカニクスや生化学的手法を用いた病態解析法に関する演習を

f旬Tつ、F 。

(鳥取部光司/6回)
三次元的動作解析、有限要素法等の運動力学解析法、障害者や疾息のリハビリテーションに関する演

習を行う。

(鳥取部光司/5回)
脊椎脊髄疾息の疫学研究や運動解析に関する演習を行う。

(関本朝久/3回)
臨床由来検体の遺伝子解析法に関する演習を行う。

(演回治朗/2回)
関節炎モデルや組織培養等の組織学、免疫生化学手法の臨床応用と基礎研究方法に関する演習を行う。

- 到達目標
神経・運動器・脊椎の基礎的知識を習得し、疾病によりもたされる障害を理解しその対処法を修得する。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。

大コーディネーター帖佐悦男
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授業科目名 皮膚疾患治療学演習・実習

担当教員名 天野 正宏

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

皮膚病診療に関する研究指導を行う。皮膚疾患は多岐にわたり様々な形態を呈する。それらの皮疹の病

態を理解し、診断・治療までの演習、実習を行う。

@授業計画

(天野正宏/30回)
発疹学、皮膚病理組織学から各種皮膚疾，患の診断・治療学について演習、実習を行う。

φ到達目標

皮膚疾患は多岐にわたり様々な形態を呈する。それらの皮疹の病態、構成細胞の特性を理解し、診断・

治療までについて適切な判断をすることができる。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目:名 泌尿器悪性臆蕩演習

担当教員名 賀本敏行、月野浩昌

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次
争授業のねらい

泌尿器癌で臓器を摘出する場合には、尿路変向等が必要となるため、生活の質を低下させる場合がみら

れ、術式の改良が必要とされ、集学的治療によって摘出が免れる可能性もある。この治療法を理解し、さ

らには予後に関連する因子を理解する。

@授業計画

(オムニバス方式/全30周)

(賀本敏行/20回)

泌尿器悪性腫湯の外科的治療法と集学的治療法、予後に関連する因子について演習を行う。

(月野浩昌/10回)
泌尿器悪性腫蕩の外科的治療法、放射線治療、内分泌療法、予後に関連する因子について演習を行う。

@到達目標

泌尿器科悪性腹湯の適切な診断、治療ができる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

安コーディネーター:賀本敏行

-177ー



授業科目名 泌尿器疾患病態生理演習

担当教員名 賀本敏行

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

@授業のねらい

泌尿器疾患である腎後性腎不全、尿失禁および下部尿路症状を引き起こす前立腺肥大症や神経因性勝

脱の病態生理を理解し、また、勝脱の排尿機構と蓄尿機構の生理的な状態について学ぶことで、泌尿器

疾患の病態生理について十分理解する。

-授業計画

(賀本敏行/30回)

腎後性腎不全の病態と対処法、前立腺肥大症の発生のメカニズムと診断および治療について演習を行う。
尿失禁の分類、腹圧性尿失禁の治療、神経因性勝脱の診断、排尿と交感神経サブタイプについて演習を

干ff同 フ。

-到達目 標

腎後性腎不全、下部尿路症状から適切な検査、診断および治療ができる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 脳I重蕩治療学演習

担当教員名 竹島秀雄、上原久生、横上聖貴

単位 数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

脳腫蕩には様々な組織型が含まれ、各々有効な補助療法が異なる。また、血液脳関門の存在により、他 l

臓器の癌に有効な薬剤が到達しないなどの特殊性がある。さに、近年遺伝子の異常や薬剤耐性遺伝子のメ

チノレ化などが息者の予後に影響を与えることが明らかになってきた。本演習は高度臨床医を育成する目的

で、最新の分子生物学的知見に基づいた脳臆蕩の診断と治療に関する演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(竹島秀雄/10回)
脳臆湯の化学療法の実践に関する演習を行う。現在臨床で使われている抗ガン剤の作用機序を分子レ

ベノレで、理解し、それぞれの薬剤治療における忠者の予後因子を遺伝子異常を含めて分子レベルで理解す
る。

-悪性グリオーマ
-悪性リンパ腫
-髄芽腫
-応細胞腫蕩

(上原久生/10回)
脳腫蕩の遺伝子異常と分子標的療法に関する演習を行う。各腫悪事の発生増殖や浸潤・血管新生に関連

するシグナル伝達系を理解する。
また、下垂体疾息に対する外科的治療(経蝶形骨洞下垂体切除)の演習を行う。

(横上聖貴/10回)
脳腫蕩の遺伝子異常とMGMTのメチル化を指標とした治療の実践に関する演習を行う。
MS-PCR法を経験する。

+3liJ 達目標

脳腫湯に関する主な遺伝子異常とそれによって起こるシグナル伝達系の異常による発生メカニズム

を説明できる。

目白目重湯の分子生物学的プロファイリングをもとにした治療法を理解し、実践することができる。

英文論文より新たな治療法に関する情報を収集することができる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の閑で議論することで、受講生の理解度を評価する。

大コーディネーター竹島秀雄
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授業科目名 脳血管疾患治療演習

担当教員名 竹島 秀 雄 、 上 原 久 生、横上聖貴

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

φ授業のねらい

脳血管障害は、脳神経外科学領域の中でも最も頻度の高い疾患であるが、近年の治療機器や技術の進歩

に伴い、より困難な症例に対する治療が可能となってきた。本演習では、血管内治療を含め脳血管障害の

最新の診断・治療に関する演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(竹島秀雄/10図)
脳血管障害の外科的治療に関する演習を行う。
脳動脈癌に関しては、その発生部位によるアプローチ方の選択や実際の手技について演習する。
また、術後の合併症である脳血管掌縮や正常圧水頭症について、発生メカニズムを理解し、管理の実

際を演習する。

(上原久生/10回)

脳血管障害の薬剤治療に関する演習を行う。
抗血小板薬、抗凝固薬の作用メカニズムを十分に理解して、近年短期的に変更されている治療ガイド

ラインの理解と演習を行う。
脳卒中の一次予防と二次予防に関してそれぞれのポイントを理解する。
最新の治験薬の情報に関しでも収集し、今後の薬剤療法の方向性に関しでも理解する。
脳血管障害後の日ハピリテーションの理論と実践について演習する。

(横上聖貴/10回)
脳血管障害の血管内治療に関する演習を行う。
現在我が国で認可されているデ、パイスに関して、その使用法を臨床シミュレータを活用して演習す

る。
ブタなどの実験動物を利用して、デバイスの使用法を習得する。
現在海外で用いられている新たな治療デ、バイスに関しでも、海外文献等で十分に情報を習得する。

+jjjlj達目標

脳血管障害発生のメカニズムを各病型ごとに説明できる。

内科的治療における各薬剤の作用機序を理解し、息者ごとに適切に治療経過鵜を立てることができ

る。

脳血管障害の外科的治療に関しては、各症例における治療法の長所及び短所を理解し、実施できる。

血管内治療の操作を理解し、助手として治療に加わることができる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター竹島秀雄
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授業科目名 周産期医学演習

担当教員名 鮫島 浩、金子政時

単位数 4単位 I配当年次 11-=:_4年次

φ授業のねらい

母体・胎児・新生児医学の臨床研究、特に宮崎県全域を対象としたフィーノレド研究の方法を理解させ、

それぞれの疾愚の病態解析、治療法へ展開させたり、基礎研究のシーズを開発したりする方法を理解させ

る。

φ授業計画

(オムニバス方式/全 30回)

(鮫島浩/15回)
臨床研究において、研究フィールドを持つことの重要性を、実際のPopulation-baseddateを解析す

ることで学び取る。その中から、臨床研究をさらに押し進める研究シーズを開発する方法論を学ぶ。

妊娠糖尿病やIUGRなどのハイリスク妊娠・胎児に関連した疾患の病態の解析、対処法と予後に関する
研究法についての演習を行う。また、動物実験を用いた病態の解析と新しい治療法の開発についての演
習を行う。
胎児奇形に関する病態を理解させる。そのために、まず正常形態の発達過程を理解させる。実際司ゴ研

究法について演習する。また胎児の行動について、正常発達過程を理解させる。母児の行動相関に関し
、リズム形成という観点からアプローチさせ、胎児行動を制御する高次脳機能の研究法についての演習
をrrう。

(金子政時/15回)

周産期ウイルス学に関して、個々の疾患の病態の解析、対処法と予後に関する研究法についての演習
を行う。また、動物実験を用いた病態の解析と新しい治療法の開発についての演習を行う。
超低出生体重児の管理に関する高度先進医療について理解させ、呼吸器、循環器、内分泌系、中枢神

経系、免疫系、皮膚などに関する病態の解析、治療法の開発についての演習を行う。

-到達目標

1. Population-based研究の意義が理解でき、データを用いて研究立案が可能となる。

2. ノ、イリスク妊娠・胎児に関する高度先進医療の現状と問題点を理解できる。その問題点に関して、

病態の解析や治療方法の研究を構築する方法論を理解する。

3. 成長発育に関する正常と異常、さらに発達、特に脳機能の発達の正常と異常を理解する。

4. 母子感染の感染経路とその対策を理解する。

5. 胎内感染の診断方法、治療方法を理解する。

6. 高度先進医療としての、未熟児の問題点、その病態の解析方法を理解する。

7目 周産期医療に関連する動物実験の方法論を理解する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

安コーデ?イネーター:鮫島浩
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授業科目名 婦人科腫蕩、内分泌学演習

担当教員名 鮫島治、山口 昌俊

単位 数 4単位 |配当年次 Il~4年次

-授業のねらい

子宮癌・卵巣癌の病態と治療について理解し、その上で集学的治療や分子マーカーを利用した診断法の

基礎と臨床を理解する。また、婦人科内分泌学の臨床と基礎を理解する。

φ授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(鮫島浩/20回)
子宮頚癌に関する病態、発症機序、癌化に関連する分子マーカーなどについて理解させる。化学療法、

放射線療法、手術療法の選択基準、新たな治療法と倫理的指針を理解させる。
婦人科手術学に関する演習を行う。子宮、卵巣と勝脱、尿管、直腸などの周辺臓器の関連性を理解させ

その上で神経温存、妊苧性温存などの先進手術、腹腔鏡下手術の基本と応用について演習する。さらに、
婦人科癌化学療法に関する演習を行い、標準的化学療法の利点と欠点、世界的なGOGなどへの登録、前方
視的研究方法、倫理問題、 informedconsent について理解させる。

(山口 昌俊/10回)
更年期の女性の生理と病態を理解させ、分子生物学的アプローチも用いてその治療に関する研究法を演

習する。また、不妊症の診断・治療に関する先端技術、臨床応用に関する前方視的、あるいは後方視的試

験や倫理的指針に関する演習を行う。

-到達目標

1.子宮がん、卵巣がんの疫学、病態、治療法などの基本的知識を説明できる。

2.臨床研究として世界的な RCTである GOG研究、日本における JGOG研究の現状を理解する。

3.各疾患の現在の治療方法の問題点を説明できる。

4.婦人科手術の基本術式を理解し、演習し、さらに先端手術の手技を理解する。副作用軽減の取り組み、

工夫を瑳解する

5.婦人科内分泌学に関して、 genderspecificな観点から女性の生理と病態を理解できる。

6.婦人科目重湯学、婦人科内分泌学に関する分子生物学的アプローチの基本を理解し、研究手技として用

いることが可能となる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:鮫島 浩

一一 182



授業科目名 眼科学演習

担当教員名 直井信久、中馬秀樹

単位 数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

眼科疾庖の診断治療を通して基本的な眼科的知識、技術を修得し、眼科領域での高度医療や臨床医学研

究を行うための基礎を修得させる。

@授業計画

(オムニバス方式/30回)

(直井信久/15回)
眼科学における網膜硝子体疾患、ぶどう膜炎、角膜結膜疾患の臨床を学び、関連した各種手術、手技に

関する演習を行う。

(中馬秀樹/15回)
眼科学における神経眼科学、小児眼科学、涙道学の臨床を学び、関連した各種手術、手技に関する演習

を行う。

+$IJ 遠目標

日本眼科学会専門医到達基準に即した基準に到達する事を目標とする。演習では論文一編を仕上げる

事も目標とする。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。

大コーディネーター直井信久
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授業科目名 神経耳科診断学演習

担当教員名 東野哲也、松田 圭ー

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

聴覚、平衡覚、顔面神経機能(顔面表情筋運動・味覚)を含む神経耳科学領域の病態を理解し、その診

断に必要な検査法について、実習と演習を通して理論と実際を習得する。

-授業計画

(オムニバス方式/全 30回)

(東野哲也/20回)

新生児~成人のABR・耳音響放射・楠電図等の狽H定および臨床例の反応波形に基づいた難聴診断に関
する演習を行う。
側頭骨標本と側頭骨CTおよびMRI像を対比させながら機能解剖を理解させ、代表的な神経耳科疾息

の診断過程について演習する。

(松田圭二/10回)

眼球運動、体平衡記録などの平衡機能検査、顔面神経誘発筋電図などの記録、臨床例のVTR所見・記
録波形などに関して演習する。

@到達目標

難聴やめまいなど重要な身体症状に対する神経耳科学的診断の過程を理解する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター-東野哲也
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授業科目名 難聴、治療学演習

担当教員名 東 野 哲 也

単位数 4単位 |配当年次Ti ~4年次
-授業のねらい

聴覚障害を来す様々な疾患の難聴病態を理解した上で，聴覚管理や耳科的治療の実際、治療成績などに

ついて演習的に学ぶ。

-授業計画

(東野哲也/30回)

難聴に対する人工聴覚器について原理、術前評価、適応判定、手術法について演習を行う。
鼓室形成術・アブミ骨手術について、対象疾患、術前評価、適応判定、手術法について演習を行う。
難聴患者の聴覚リハビリとして、補聴器適合の理論と実際について演習を行う。

@到達目標

難聴疾患の病態および治療法の現況を理解する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 臨床画像診断学演習

担当教員名 平井俊範、長町茂樹、矢野貴徳

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

函像診断学のそれぞれの手段の原理および実地応用について，必要な解剖学、生理学的事項等に基づき

理解させる。それらをふまえ、日常臨床の場で診断の実際について演習を行う。

φ授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(平井俊範/6回)
画像診断・ IVRの臨床応用に関する演習を行う。

(平井俊範/6回)
頭頚部の画像診断の臨床応用に関する演習を行う。

(矢野貴徳/6回)
中枢神経の画像診断の臨床応用に関する演習を行う。

(長町茂樹/6回)

RIを用いた画像診断および治療の臨床応用に関する演習を行う。

(平井俊範/6回)
腹部放射線診断の臨床応用に関する演習を行う。

- 到達 目標

図像診断全般において原理の概要を理解し，実際に臨床応用について体験する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:平井俊範
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授業科目名 麻酔学演習

担当教員名 恒吉勇男、谷口 正彦

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

臨床麻酔を実際に経験し、必要とされる手技や考え方を修得する。改善点や新しい手法に関する検討を

行う。手術中に生じる病態変化を理解し、その対処法に関する研究について学ぶ。ベインクリニックで必

要とされる手技を修得する。また、痛み発症のメカニズムを解明し、その治療法を修得する。集中治療に

必要とされる手技を修得する。患者の病態変化の理解に基づいた治療法の研究法について学ぶ。

-授業計画

(オムニバス方式/全30回)

(恒吉勇男/10回)
臨床麻酔を指導医とともに行い、基本的な手技に対する実技指導を受ける。病態を理解し適切な麻酔を

施行する。新しい麻酔法の検討を行う。
具体的には、術前カンファレンス、病棟ラウンドで息者情報を取得するとともに医師一息者聞の信頼関

係を築く。上級医師との討論で具体的な麻酔計画を検討する。実際の手術麻酔に立会い、計画の妥当性を
検証する。術後に麻酔計画の成否について上級医師と検討する。

(↑亘吉勇男/10回)

指導医とともに、ベインクリニック外来で患者の診療を行う。また、各種神経ブロックを修得する。新
しい治療法の検討を行う。
具体的には、息者背景を理解し、疹痛の質と程度を正確に把握する。治療法とその合併症に関して理解

する。疹痛管理に用いる薬剤を理解し、実際の処方を検討する。

(谷口正彦/10回)
指導医とともに、集中治療室で息者の診療を行う。また、透析等の高度な治療手技を修得する。新しい

治療法の検討を行う。
具体的には、 CHDF、 1VH， Aライン、 PCPSなどのメカニズム、使用方法、使用上の問題点に

関する検討をおこなう。また、ベッドサイドに立会い、患者のバイクルサインや病態の変化を観察し、 1台
療方針を検討する。また、計画された治療内容を吟味し、効果を判定する。

-到達目標

臨床麻酔、ベインクリニッ夕、集中治療をバランスよく修得し、麻酔科医の業務全般を理解する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター恒吉勇男
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授業科目名 救命救急治療学演習

担当教員名 落 合 秀 信

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

重症救急患者、特に救命のために緊急の処置や治療を必要とする患者の呼吸、循環、体液などの生体反

応を理解させ、高度で専門的な診断・治療法を学ばせる。

φ授業計画

(全30回)

①毎朝救命救急センターで行われるカンファレンスに参加し、重症救急患者の病態や治療法に関する

演習を行う。

②臨床の現場において高度で専門的な診断・治療法を学ぶ。

③救急医学に関する臨床研究に必要となる統計処理法の演習を行う。

④重症救急息者の重症度の評価・定量化についての演習を行う。

⑤臨床研究の分担・総括のしかたと論文作成に関する演習を行う。

φ到達目標

救急災害医療に関する高度の臨床技術の習得と臨床研究を企画・立案・実行し、論文にまとめること

ができる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。

一-188-



授業科目名 顎口腔機能病態学演習

担当教員名

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

顎口腔機能分野は阻鴫筋や顎関節などの顎口腔系機能および阻鴫嘆下機能の基礎、それらと全身との関
連性を学習する。そのうえで、日経癌や前癌病変についての病態研究法および現在の標準診断・治療に関
する演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全 30回)

/14回)
顎運動の解析法(顎運動解析装置・筋電図)、阻鳴運動解析法(発光阻鴫計、オクノレーザー吹合力解析

装置)、=次元運動解析(多次元運動解析装置、重心動揺解析装置)、疹痛と自律神経機能解析法(エュー
ロメーター、疹痛閥値計)についての演習を行う。

(1)顎運動解析実習(顎運動解析装置・筋電図) (3回)
(2)阻場運動解析実習(発光岨鴨計、オクルーザー校合力解析装置) (4回)
(3)=次元運動解析実習(多次元運動解析装置、重心動揺解析装置)(4回)
(4)疹痛、自律神経機能解析実習(ニューロメーター、疹痛閥値計) (3回)

/16回)
口腔癌の基礎および臨床演習、および口腔癌診断治療のガイドライン、頚部リンパ節転移とセンチネ

ルリンパ節の術中診断と治療法NBI(NarrowBand Imaging System)を用いた前癌病変高感度超音波断層撮
像装置の基礎と臨床についての演習を行う。

(5)口腔癌の基礎および臨床演習 (4回)
(6)口腔癌診断治療のガイドライン(3回)
(7)頚部リンパ節転移とセンチネルリンパ節の術中診断と治療法(3回)
(8) NBI (Narrow Band Imaging System)を用いた前癌病変の診断(3図)
(9)高感度超音波断層撮像装置の基礎と臨床(3回)

.;gU 遠 目 標

1 )顎運動、阻鴨機能に関する基礎的知識とを習得し、問題点を理解し、各種機能分析法の解析方法に関

して習得する。

2)口腔癌、前癌病変に関する基礎的なミクロな病態を理解し、治療成績向上のための問題点を理解し口

腔癌の予防処置および治療成績向上のための方法について学習する能力を取得する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 病態精神医学演習

担当教員名 石田 康

単位数 4単位 |配当年次 Il~4年次

-授業のねらい

精神疾息の診断，治療に関する知識，技能を，実際の症例を通じて学び，臨床研究に発展させる能力を

修得する。

-授業計画

(石田康/30回)
種々の徴候や症状、面接法や臨床評価、疾病分類など、および種々の精神障害の病態(人格障害、不安

-強迫障害、感情障害、統合失調症と近縁疾患、認知症など)についての演習を行う。
精神療法・薬物療法に関する演習を行う。

なお、本授業で施行予定の演習には，以下の内容を予定している。

①診断学、性関連障害
②知覚・思考・記憶の障害
③感情・意欲の障害(気分障害を含む)
④意識・睡眠の障害
⑤てんかん
⑥器質症状性精神障害(認知症を含む)
⑦統合失調症
③神経症性障害・ストレス関連障害・人格障害
⑨薬物・アルコール関連障害
⑬児童・青年期精神障害

-到達目標

代表的な精神疾患の病態と治療に関する基本的知識を習得し，それを関連分野の研究に適応できる能

カを身につける。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 |論文作成特別研究(高度臨床医育成コース)

担当教員名 I (下記のとおり)

単 位数 I6単位 |配当年瓦 11~4年次
@授業のねらい

学生は、指導教員および副指導教員の研究指導に従い、研究計画を策定し、その研究計画の下に実験や

理論を展開して研究論文を仕上げていく。特別研究では、指導生に対して以下の指導を行う。

φ授業計画

学生は、指導教員および副指導教員の研究指導に従って、疾病の成因、新しい安全な診断・検査・治

療法の開発・評価、臨床疫学など、患者に対する診療を通じた臨床研究をテーマとした研究計画を策

定し、その計画に基づいて研究を展開し、研究論文を作成する。特別研究では、以下の 3段階で指導を行

つ。
第一段階では、①研究テーマの設定に必要な文献調査、②研究テーマに関連した研究領域の動向・将来

性等についての文献調査を行い、的確な研究遂行計画を策定する。

第二段階では、研究計画に基づいて研究の試料収集、データ収集と文献収集を行う。学生は、 「サイエ

ンスコミュニケーション特論」において、研究の進捗状況についての口頭発表を行うほか、研究成果を学

会等で学外に発表する。

第三段階では、学位論文の作成、博士論文審査会での発表等について指導を行う。

(北村和雄)

循環器病学、腎臓病学、消化器病学の探索医療に関する研究指導を行う。

(北俊弘)

高血圧、動脈硬化に関連した血管の機能異常等の臨床的研究に関する指導を行う。

(下田和哉)

消化器疾患、血液疾患、腫蕩疾息に関する臨床的研究の指導を行う。

(北中明)

消化器疾患、血液疾患、腫蕩疾息に関する臨床的研究の指導を行う。

(永田賢治)

消化器疾患に関する臨床的研究の指導を行う。

(中里雅光)

神経・呼吸・内分泌代謝疾忠の治療に関する研究指導を行う。

(塩見一向IJ)

神経疾患の治療研究に関する研究指導を行う。

(岡山昭彦)

感染症と免疫異常関連疾思の病態解析と治療に関する研究指導を行う。

(布井博幸)

小児全般の遺伝や免疫に関わる疾息(特に、血液、腫湯、腎疾患、神経疾患や新生児)の診断および新

しい治療法の開発に関する研究指導を行う。

(盛武浩)

小児血液・腫蕩疾患の臨床的研究の指導を行う。

消化器疾息、乳腺内分泌疾患の病態と外科的治療に関する研究指導を行う。

(近藤千博)

消化器外科、特に肝臓の悪性』重傷及びその他の肝臓疾息の病態と外科的治療に関する研究指導を行う。

消化器外科、特に勝臓の悪性臆蕩及びその他の牒臓疾息の病態と外科的治療に関する研究指導を行う。
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(中村都英)

循環器・呼吸器における外科疾患に関する臨床的研究の指導を行う。

( ) 

呼吸器・食道の外科疾患に関する臨床的研究の指導を行う。

(帖佐悦男)

神経・運動器・脊椎疾息の病態解明と診断・治療に関する研究指導を行う。

(鳥取部光司)

動作解析・有限要素法に関する研究指導を行う。

( ) 

脊椎脊髄疾息の臨床的研究に関する研究指導を行う。

各種皮膚病の診療に関する研究指導を行う。

(賀本敏行)

各種泌尿器疾患の診療に関する研究指導を行う。

(竹島秀雄)

脳腫星第・脳血管障害に関する臨床的研究の指導を行う。

(鮫島浩)

周産期と産婦人科学領域における臨床的研究の指導を行う。

(金子政時)

産科および新生児に関する臨床的研究の指導を行う。

(山口自俊)

産科および婦人科学領域における臨床的研究の指導を行う。

(直井信久)

網膜硝子体疾息の診断と治療および網膜変性疾思愚者のゲノム解析と臨床視覚電気生理学に関する研

究指導を行う。

(中馬秀樹)

神経眼科疾患の病態解明に関する臨床的研究の指導を行う。

(東野哲也)

耳鼻咽喉・頭頚部領域の臨床的研究ならびに先端医療技術の開発に関する研究指導を行う。

(松田圭二)

側頭骨外科に関する臨床的研究の指導を行う。

(平井俊範)

画像診断を用いた臨床的研究の指導を行う。

( ) 

画像診断および IVRを中心とした放射線診断に関する研究指導を行う。

( ) 
MRIおよび頭頚部・神経の放射線治療に関する研究指導を行う。

(長町茂樹)

放射線同位元素を用いた診断と治療に関する研究指導を行う。

(恒吉勇男)

臨床麻酔、ショック息者管理、ベインクリニックに関する研究指導を行う。

(谷口正彦)

ショックの管理、救急蘇生に関する研究指導を行う。

(落合秀信)

侵襲に対する生体反応の臨床的研究に関する指導を行う。

( ) 
顎口腔領域の機能回復を目的とした再建や再生医療に関する研究指導を行う。

(石田康)

脳内モノアミン神経系の異常と行動に関する臨床研究の指導を行う。
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φ到達目標

研究計画を策定し、その研究計画の下に実験や理論を展開して研究論文を仕上げていく。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

学生と教員の聞で日常的に議論することで、研究計画、準備、データ整理、発表等の理解度を評価する。
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授業科目名 |研究特論(高度獣医師育成コース)

担当教員名|大津健司、片本宏、萩尾光美、堀井洋一郎、浅沼武敏、永延清和、末吉益雄、

山口良二、後藤義孝、三津尚明、日高勇一、佐藤裕之、平井俊範、

t宣言勇男

単位数 I2単位 |配当年次 I1・2年次

+授業のねらい

獣医師の社会的な役割の大きな部分を占めるものとして産業動物および伴侶動物の臨床と動物衛生お

よび公衆衛生行政があげられる。近年の急激な国際化に伴い、鶏インフノレエンザやBSEに代表されるよう

な動物や人獣共通の感染症の国内外での発生が増加し、社会の関心は急速に高まっている。国民はより安

全な畜産物の供給や動物由来の感染症に対する有効な対策を求めている。また、伴侶動物への愛護精神の

高まりから、より高度な獣医療の提供が求められている。それぞれの分野において、あるいは連携して、

さまざまな社会の要求に応えられる高度な知識や技術と臨床研究能力を兼ね備えた獣医師を育成するた

めに、分野別の最新の知見や技術を紹介するとともに、分野聞の連携の必要性を講義する。また医学分野

との連携により高度獣医療に資する講義を取り入れたユニークな構成となっている。

+授業計画

獣医周産期特論

(大津健司/1閉)

動物は、分娩前後で劇的な栄養・血液代謝の転換を経験する。近年の高泌乳牛では乾乳前期から移行期

にかけてのボディコンディションの変動が大きく、また肉牛・種雌豚・雌馬では分娩から産祷期における

子宮修復、卵巣機能がその後の繁殖成績に影響する。近年開発された臨床内分泌学的検査法や携帯型経直

腸超音波検査法による生殖器診断、複数のプログラムを併合した発情同期化法を講義する。

牛の脂質代謝障害特論

(片本宏/1回)

牛の脂肪壊死症は、腹腔内の脂肪組織が変性壊死を起こし、堅固な腫癒を形成し、消化管の圧迫・疎通

障害等を来たす疾病である。良質な牛肉を生産する黒毛和種牛で発生率が高く、兵庫県や宮崎県では死廃

事故頭数が最も多い疾病であり、その対策が望まれている。本講義では、本疾病の発生要因、病態生理、

有効な治療法・予防対策等について講述し、さらにヒトのメタボリツクシンドロームと対比しながら、発

生メカニズムについて考察する。

獣医循環器学

(萩尾光美/1図)

犬の高齢化に伴い心臓弁膜症等の循環器疾息が多発しており、これに対する高度獣医療が求められてい

る。一方、経済動物である牛では心奇形の多くは将来、繁殖牛あるいは泌乳牛としての価値が乏しく早期

の正確な診断と予後判定が不可欠である。このような背景を踏まえて、犬や猫の多発心疾忠ならびに牛の

心奇形に関して、診断と治療の最前線について講述する。

獣医寄生虫病学

(堀井洋一郎/1回)

寄生虫は、家畜、愛玩動物、動物園動物及び野生動物に至るまで多岐にわたって感染がみられ、世界中
に分布している。これらの寄生虫はE臨床感染から重症感染に至る様々な感染形態で動物に影響を及ぼ

す。寄生虫感染症の基礎となる感染環や病態の理解を基に、守生虫が宿主に及ぼす様々な影響とそれぞれ
に対応するメカニズムに関する最新の考え方を解説し、寄生虫制御の重要性に関して講述する。

獣医放射線画像学

(浅沼武敏/1回)

| 獣医療法の改正に伴い、高度獣医療の一翼となる核獣医学診断学が可能となった。高度な診断技術とし

て核獣医学実施を目指す獣医師には、放射線生物学と画像工学が融合した知識が求められる。本講義では、

核獣医学の基礎と画像工学と分子生物学を融合した分子イメージングの獣医療における応用について講
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述する。

獣医疹痛管理特論

(永延清和/2回)

動物の疹痛の評価法は確立していないが、様々な評価法が考案されている。~痛の程度を正確に示す単

独の指標がないので、複数の観察あるいは測定結果から総合的に評価する場合が多い。一方、疹痛管理に

は薬物を使用することが一般的であるが、薬物に対する反応は動物種により異なる場合がある。同じ薬物

でも動物種により推奨投与量が異なる場合も多い。こういった点を中心に、いくつかの動物種を取り上げ、

動物の疹痛評価法や疹痛管理法について講述する。

獣医衛生学

(末吉益雄/1回)

食用動物は多くの場合、群飼育され、メガファーム化している。そのような飼育環境で、一旦、海外由

来感染症などが流行すると甚大な被害となる。その対策としては、予防生産獣医療を基本とし、発生した

場合には最新の高度な早期迅速診断、初動防疫が必要である。また、食中毒の原悶病原体感染の場合、宿

主である食用動物が無症状でも食肉製品の安全性を確保するためには、それらの動物飼育現場での臥CCP

などに基づいた衛生対策が不可欠である。病原・病理学的診断およびその対策について講義する。

比較病理学

(山口良二/1回)

産業動物は肥育を目的とするので発育が急速なために生産病としての各種疾忠を呈する。鶏はその中で

もブロイラー腹水症として高度に発育する遺伝的背景を元にかなり腹水症を呈する、その際、心臓には肥

大を示すが、過度の負荷がかかるとそれ以前に大腸菌感染症によって死亡する。これらの機序を解説しヒ

トの疾息や他の産業動物の生産病と肥満について病理発生を講述する。

抗酸菌感染症学特論

(後藤義孝/1回)

結核菌に代表される抗酸菌は、ヒトを始め多くの脊椎動物に肉芽腫性病変を形成する。肉芽臆性病変は

細菌が持つ種々の菌体成分とそれらに反応する宿主側因子との相乗作用により形成される。最近の分子遺

伝学的研究により、抗酸菌がもっ病原因子や動物が持つ大きな 2つの生体防御システムの仕組みが次第に

明らかになってきた。本講義では抗酸菌の病原性や肉芽腫形成のメカニズムに代表される抗酸菌に対する

宿主側の防御機構に関して最新の知見を踏まえて講述し、抗酸菌感染症制御法への応用について考察す

る。

食中毒特論

(三津尚明/1回)

多くの食中毒細菌は過酷な環境下においても生存するための戦略を兼ね備え、感染環を維持していると
考えられている。多様に変化する環境要因に応答する遺伝子を検索し、それらの発現や調節機構が菌の環
境中での生存様式とどのように関連しているかを理解することは、食中毒を制御する上で重要となる。こ
の講義では、主要な食中毒菌であるカンヒーロバクターについて、その生存様式に関与する遺伝子レベルで
の制御機構を講述し、食中毒の制御法への応用について考察する。

獣医創傷治癒学

(日高勇一/1困)

動物は自らの動きや行動を制し、創傷の治癒を促すことができないため、獣医師による何らかの処置が

行われることが多い。その際、皮膚や骨といった組織に特異的な治癒機序に関する知識が必要不可欠であ

る。ここでは、創傷治癒について臨床的、組織学的および生物学的メカニズムを概説するとともに、最新

の生体材料の応用法について講義する。
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神経疾患の診断法

(佐藤裕之/1回)

近年の獣医療の進歩においても、神経疾息では診断に苦慮する症例に多く遭遇する。本講義では、これ

までの神経学的検査や画像診断に加え、脳脊髄液の解析による神経疾患の診断法について最新知見をまじ

えて講義する。具体的にはHPLCを用いたアミノ酸解析やMALDI -TOF MSを用いたプロテオミクス解析など

による脳脊髄液中のバイオマーカーの検出を含めて、神経疾忠の診断法について包括的に講義を行う。

画像診断

(平井俊範/1回)

診療における画像診断の意味・役割及び放射線防護について講義する。

麻酔

(恒吉勇男/1回)

麻酔の実際の現場で使われている各種モニタについて、そのメカニズムと有用性について講義する。

φ到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

毎回の小テスト及び出席状況、受講態度を勘案し評価する。

女コーディネーター大津健司
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授業科目名 感染病理学演習

担当教員名 山口 良一、平井卓哉

単位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

@授業のねらい

ウイルス、細菌、真菌その他の病原体は宿主特異性があり、それぞれの病原体によって標的臓器も
異なる。病理学、ウイルス学、免疫学について学習し、感染因子側と宿主についての多様性と特徴に
ついて理解を深める。

@授業計画

①犬、猫、豚、牛、鶏のワイルス感染症の肉眼病変、組織病変、病理発生と病原性について解説する。
(山口 15回)

②犬、猫、豚、牛、鶏の細菌、真菌、その他の感染症の肉眼病変、組織病変、病理発生と病原性につ

いて演習する。特に、豚呼吸器複合感染症の発症因子として重要な豚繁殖呼吸器病や豚サーコウイ

ルス 2型感染症の病態解明に向け、ウイルス株の特定、ウイルス感染細胞の同定と肺病変の解じ析、

その他の病原体因子の特定、抗体価の測定を行い検討する。

(平井 15回)

+jlJ達目標

授業内容について、良く理解でき、考察できること。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:山口 良一
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授業科目名 獣医分子病理学演習

担当教員名 平井卓哉、山口 良一

単位数 4単位 | 配当年次 Il~4年次

@授業のねらい

感染症が生じた際の病変と病原因子の存在を免疫組織、病原体遺伝子、その際にみられるサイトカ

インの検出法について学習する。従来の形態病理学に加え、 hの解81明tu、hy腫bridization法やPCR法などの
分子病理学的解析手法を用いて、病気の診断、病理発生機序 蕩の悪性度の評価等を行う。

φ授業計画

①HE染色標本にて感染症が疑われる場合は原因因子の鑑別点を解説する。病変を形成する材料から

ウイルスの分離、分離されたウイルスの性状と病変、遺伝子解析について演習する。

(山口15回)

②病理組織中の病原体遺伝子やサイトカイン遺伝子の検出法についてIn8itu hybridization法やPCR
法などの分子病理学的解析手法を用いて演習する。
(平井15回)

+3iIJ達目標

授業内容について、良く理解でき、考察できること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:平井卓哉
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授業科目名 動物腸管感染症学演習

担当教員名 末吉益雄

単位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

-授業のねらい

動物の腸管感染症の診断学・治療学・予防学に必要な微生物の分離技術、迅速診断に不可欠な遺伝

子検出技術、病理標本作製技術、免疫組織化学的検査法、電子顕微鏡標本作製技術、ll1J検法、鏡検法

を習熟させ、動物の腸管感染症学的研究を行うための各種の実習技術を修得させる。次いで、修得し

た一連の技術を使用し、個々の学生の研究課題に沿った実験を進めさせ、データ取得と解析、データ

の病原・病理学的意義の解釈についての演習を行う。

-授業計画

①動物の寄生虫性、原虫性、真菌性、細菌性あるいはウイルス性の腸管感染症について最新の知見や

現在の防除法について解説する。

②既知の研究報告について調査し、解明しなければならない点を明確にし、動物の腸管感染症の感染

機序、発病機序、疫学などについて独創的な仮説をたて、それを証明するための手法を考えさせる。

(全 30回)

.到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 動物感染症診断学演習

担当教員名 後藤義孝、

単位数 4単イ立 | 配当年次 11~4年次

@授業のねらい

①細菌やウイルスが宿主に感染し発病に至るメカニズムを知り、どのようにしてそれらを診断すべき

か、最新の知見やストラテジ}について習熟させる。

②本演習では，病原体と宿主の関連について知見を深めるとともに感染症対策あるいは予防に向けた実験

データや疫学情報の収集・解析技術も併せて習得させる。

@授業計画

感染症概論

細菌感染症(後藤/5回)

ウイルス感染症(後藤/2回)

診断技術向上のための各種実験法

細菌(真菌)感染症関連(後藤/4回)

ウイルス感染症関連(後藤/3回)

診断法各論

細菌感染症への診断法応用(後藤/2回)

ウイルス感染症への診断法応用(後藤/2回)

最先端技術を応用した診断法(後藤/3回)

データ解析法(後藤/4回)

臨床ならびに研究への応用(後藤/5回)

@到達目標

感染症に対し習得した技術を応用して、種々の対策が実施できること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 獣医感染症制御学演習

担当教員名 後藤義孝

単 位数 4単位 |配当年次 11~4年次
-授業のねらい

感染症の発病機序を病原体の観点から、および宿主の観点から、それぞれ理解させ、感染症を制御する
ためのアプローチについて、演習を行なう。

φ授業計画

ウイルスによる急性および遅発性感染症について、その発病機序についての知見を解説し、有効な制御法
について理解させる。
(後藤/15回)

動物の細菌感染症について、その発病機序についての知見を解説し、有効な制御法について理解させる。
(後藤/15回)

-到達目標

感染症の発病に関わる病原体側の要因と宿主側の要因を理解し、その解析法を習得するとともに、

演習によって感染症制御についての具体的アプローチをとれるようになること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 食品衛生学演習

担当教員名 ニ 津 尚 明 、 山 崎 渉

単位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

@授業のねらい

今日、食品をとりまく環境は大きく変化し、国際流通の拡大による輸入食品や食習慣に対する意識

の変化に伴う調理済み食品の増大、さらには遺伝子組み換え食品をはじめとする新技術応用食品の登

場など、市場には多種多様の食品が豊富に流通している。一方、大量生産や広域流通がもたらす大型

食中毒の発生や輸入農産物の農薬、抗菌性物質の残留など、食品の安全性確保は大きな問題となって

いる。また、食品衛生に対する国民の期待も、病原微生物や有害物質の除去による安全性の確保だけ

ではなく、もっと積極的にリスクのより少ない食品、健康によりよい機能を備えた食品の確保へと変

化しており、原料の生産から製品の製造・流通・消費に至るすべての過程において HACCP方式な

どのより高度な知識・技術を必要とする衛生管理が求められている。そこで本演習においては、食品

衛生に関する社会の実態に即した実践的教育を目的として、社会で実際に起こっている問題を提起

し、その背景と問題点、解決方法などを理解させる。

-授業計画

(全 30回)

(三津尚明/15回)

食品の安全性、食品と微生物・食品の腐敗・変敗とその防止法について理解させる。

(山崎渉/15回)

食品衛生と行政、食品衛生関連法規について理解させる。

1.食品の安全性とは

1 )リスク評価

2)安全性評価と国民への情報開示

2.食品と微生物・食品の腐敗・変敗とその防止法

3.有害物質による食品汚染

4.食品媒介感染症

1 )食中毒発生時における医師・食品衛生監視員の役割

5. 畜産食品・水産食品の衛生

6.食品の器具・容器包装の衛生

7.食品取り扱い施設と衛生管理

8.従業員の衛生

9.食品衛生と行政

1 O.食品衛生関連法規

11.これからの食品衛生

1)機能性食品

2)遺伝子組み換え食品

1 2. その他

1 )分子生物学的手法を用いた偽装表示食品の摘発

+$IJ遠目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーデ、イネーター・三津 尚明
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授業科目名 牛整形外科学演習

担当教員名 萩尾光美、日高勇一

単 位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

牛では運動器疾患により廃用淘汰される例が多く、農家の経済的損失は甚大である。牛では体格が

大きい故に人や犬猫で適用される整形外科診断・治療技術が制約され、牛特有の技術改良が必要とさ

れる。牛の肢・蹄疾患の病理発生、早期診断法、治療法、予防法の現知見・技術を提示し、新規療法

への展開を思考させる。

-授業計画

1.牛の運動器の手術アプローチ(外科的解剖)の習得 (日高 :2回)
2.牛の政行診断法の習得 (萩尾田 3回)
3.牛の関節液検査法の習得 (日高 :2回)
4目牛の関節鏡検査法およびf骨膜ノ〈イオプシー・病理検査の習得 (日高田 2回)
5.牛の靭帯・ 1建・関節等の超音波検査・読影法の習得 (萩尾 :3回)
6.牛の運動器疾愚のX線検査・読影法の習得 (萩尾 :4回)
7.特殊検査法 (CT，MRI等)の演習 (萩尾:1回)
8.牛の関節穿刺・切開術の習得 (日高:2回)
9.牛の関節鏡下治療法の習得 (日高:2回)
10.牛の蹄疾思の治療法の習得 (萩尾:2回)
11.牛の骨折の治療法の習得 (萩尾:3回)
12.牛の脱臼の治療法の習得 (萩尾:2回)
13.牛の靭帯・腿の治療法の習得 (萩尾:2回)

-到達目標
牛の骨折や脱臼等の診断・治療法について系統的に学習し臨床応用が実践できること、さらに従来法の問
題点を探り、新たな治療法開発の方策が思考できること、を目標とする。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:萩尾光美
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授業科目名 獣医創傷治癒学演習

担当教員名 日高勇一、萩尾光美

単位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

-授業のねらい

動物は自らの動きや行動を制し、創傷の治癒を促すことができないため、獣医師による何らかの処

置が行われることが多い。また時として、組織の欠損を伴う場合には人医領域で使用される生体材料

を応用することもある。ここでは、創傷治癒過程について生物学的側面より概説するとともに、生体

材料の応用法について概説する。

-授業計画

1.創傷治癒学総論(日高4回、萩尾4閉):創傷治癒過程に関する組織学および分子生物学

2.生体材料学総論(日高4回、萩尾2回):生体材料の開発、臨床応用に関する概要

3.創傷治癒学各論(日高 6回、萩尾4回):組織・臓器別の創傷治癒

4.生体材料学各論(日高6回):組織・臓器別の生体材料の応用法

-到達目標

演習を通して得られた知識や技術を臨床現場で即応用できること、また、診断法や治療法の開発に

向けたアイデアとその研究手法について議論が行えるようになる。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:日高勇一
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授業科目名 獣医栄養免疫学演習

担当教員名 片本宏、阿野仁志

単位数 4単イ立 |配当年次 11~4年次

@授業のねらい

種々のストレスが動物の免疫機能に及ぼす影響について理解させ、抗酸化物質・ファイトケミカル

補給による免疫機能の調整および疾病の治療・予防効果について学習させる。さらに、栄養学的およ

び免疫学的評価に必要な分析法を習熟させ、得られたデータの解析法、栄養学的アプローチによる免

疫機能促進効果の評価法を習得させる。

-授業計画

栄養免疫学

家畜のストレスと免疫(片木・ 2回)

動物の免疫機能(阿野 :2回)

微量栄養素と免疫(片本 :2回)

抗酸化ビタミンと免疫(片本:3回)

ファイトケミカノレと免疫(片本 :2回)

抗酸化物質による病気の予防(片本 :2回)

栄養学的分析法

微量栄養素の定量(片本 :2回)

脂溶性ビタミンの定量(片本・ 2回)

免疫学的分析法

液性免疫・細胞性免疫(片本 :2回)

フローサイトメトロ一法(阿野 :2回)

データの解析法

免疫学的診断法(片本 :2回)

データの統計学的処理(片本 :2回)

栄養免疫学的分析の実際

子牛の栄養免疫学的評価(片本 :2回)

乳牛の栄養免疫学的評価(片本 :2回)

犬の栄養免疫学的評価(阿野:1回)

φ到達目標

演習を通して得られた知識や技術を応用して、獣医栄養免疫学に関する研究の立案、デ」タの収集

および解析できる能力を身につける。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター.片本宏
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授業科目名 獣医生殖工学演習

担当教員名 大 津 健 司

単 位 数 4単位 |配当年次 Il~4年次

-授業のねらい
近年、臨床現場で問題となっている牛の分娩間隔の延長について、その生理学的要因を解明す

るとともに、生殖工学的手法を用いた対処法を学習する。経直腸超音波検査法や生殖内分泌学的
手法を用い、データの取得と解析、繁殖機能の人為的支配・調整、応移植、医の操作などを学習
する。

-授業計画
獣医生殖工学

画像診断法 (4回)

発情周期の同調 (4回)

高泌乳牛の栄養代謝 (4回)

人工授精

人工授精 (4回)

発情周期の同調 (4回)

限移植

過剰排卵法 (5回)

伍回収・検索・移植 (5回)

-到達目標
演習を通して得られた知識や技術を応用して、獣医生殖工学研究の立案、デ}タ取得と解析が行え

るようになる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 臨床放射線学演習

担当教員名 浅沼武敏、佐藤裕之

単 位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

-授業のねらい

獣医療法の改正に伴い将来獣医師は核医学診断と 1MeV以上放射線治療装置を扱えるようになり、

高度獣医療は充実したものとなる。高度獣医療を目指す獣医師にとって放射線影響の理解は放射線取

扱いの安全性を高めるにとどまらず、核獣医学と放射線治療を実施するために必須の要件となる。放射

線生物学を主軸に核獣医学と放射線治療学について演習を行う。

φ授業計画

①基礎放射線生物学と放射線治療の原理と応用、特に図形腫湯に対する抗癌剤や放射線増感剤との併

用効果について理解させる。(浅沼武敏/20回)

1 )放射線生物作用 (4回)

2)放射線損傷とシグナノレトランスダクションに注目した細胞応答 (6回)

3)腫蕩内低酸素領域に対する放射線増加 (4回)

4)核獣医学確立のためのラジオアイソトープ利用法 (3回)

5)画像機器を利用した腫湯治療成績評価法 (3回)

②画像工学の基礎理論、画像診断および評価法について理解させる。(佐藤裕之/10回)

1)画像診断装置の概要・原理 (2回)

2)画像診断の基礎理論・評価法 (2回)

3)画像診断演習(撮影) (3回)

4)画像診断演習(読影) (3回)

(全30回)

@到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

実コーデ、イネーター:浅沼武敏
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授業科目名 獣医画像応用学演習

担当教員名 佐藤裕之、浅沼武敏

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

φ授業のねらい

近年の獣医療において画像機器を用いた診断あるいは治療計画の立案は必要不可欠なものとなっ

ている。それぞれの画像機器の特性と適応についての理解を深め、これらを用いた診断、治療を適切

に行うために必要な知識を習得させる。画像機器を用いた様々な疾患に関する診断法、治療法および

その評価法について演習を行う。

@授業計画

①単純 X線撮影をはじめ、 CR、DR、CT、MRI、シンチグラフィ、 PET、超音波画像診断装置あ

るいは新たな造影剤を利用した画像診断法について理解させる。特に脳疾息の画像診断について理

解を深める。(佐藤裕之/20回)

1 )画像診断の基礎理論 ( 1回)

2)単純X線撮影 (3回)

3)造影X線撮影 (3回)

4) CT検査 (2回)

5) MRI検査 (2回)

6)シンチグラフイ ( 1回)

7) PET (2回)

8)超音波画像診断装置 (3回)

9)画像診断総合演習 (3回)

②大動物用 CT装置の開発や診断法の確立、また、畜産分野への応用について演習を行う。(浅沼 武

敏/10回)

1) CTの基礎理論と大動物への応用 (2回)

2) CT検査のための動物麻酔深度と痛みの評価法 (3閲)

3)産業動物画像診断のための商像解析法 (5回)

(全30回)

φ到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:佐藤裕之
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授業科目名 獣医寄生虫病制御学演習

担当教員名 堀井洋一郎、野中成晃

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次

-授業のねらい

獣医学領域における重要な寄生虫感染症を、寄生虫種と動物種に整理し、疾病の発生要因(疫学、伝搬

生物学、免疫学、病理学等)についての概説を行う。平行して学生による資料の収集や分析を通して疾病

制御に必要な診断法、治療報、情報解析技術を習得させる。次いで、習得した一連の解析技術を応用し、

個々の学生の研究課題に沿ったデータ取得と解析、データの臨床的意義の解釈についての演習を行う。最

終的には学生自身による新規診断法や治療法の策定のための実験方法の策定を指導する。

φ授業計画

寄生虫と宿主の相互関係

原虫と宿主との相互関係(堀井2回)

嬬虫と宿主との相互関係(堀井2回，野中 l回)

病原体媒介者としての節足動物の生物学

吸血昆虫およびダニ(堀井2回，野中 l回)

疫学ツールの理解，使用とデータ解析法

寄生虫学的診断法(堀井2回)

分子生物学的診断法(堀井2回，野中 l回)

統計学に基づいたサンプリング方法(野中 l回)

疫学データ解析方法(野中 2回)

寄生虫制御の実際

節足動物媒介性原虫病の治療と予防(ピロプラズマ他) (堀井4回)

里子生動物に関わる人獣共通寄生虫病のコントローノレ(肺吸虫他) (堀井3回，里子中 2回)

家畜の消化管寄生虫病(牛消化管内線虫，コクシジワム他) (堀井 3回，野中 2回)

φ到達目標

演習を過して得られた知識や技術を応用して，獣医寄生虫病制御学研究の立案，データ取得と解析が行

えるようになる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:堀井洋一郎
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授業科目名 人獣共通寄生虫病公衆衛生学演習

担当教員名 野 中 成 晃 、 堀 井 洋 一郎

単位数 4単位 |配当年次 11~4年次
φ授業のねらい

人獣共通寄生虫病の中から重要な疾病を取り上げて，寄生虫の生物学，動物聞での流行様式，人への

感染様式，動物および人における診断法，病害，予防対策法を習熟させ，人獣共通寄生虫病対策に向けた

診断法開発，情報収集，情報解析技術を習得させる。

φ授業計画

寄生虫生物学(動物聞での流行様式，人への感染様式を含む)

原虫の生物学(堀井 1回)

嬬虫の生物学(野中 2回，堀井 l回)

節足動物の生物学(野中 1回)

寄生虫病の診断

寄生虫学的診断法(野中 2回)

分子生物学的診断法(野中 2回)

寄生虫病の病理(堀井2回)

寄生虫病の予防対策(野中 2回，堀井 l回)

人獣共通寄生虫病の実際

食品に起因する人獣共通寄生虫病(有鈎・無鈎条虫， トリヒナ他) (野中 3回)

家畜(食品を除く)に起因する人獣共通容生虫病(単包条虫，クリプトスポリジウム他)

(野中 2回，堀井 1回)

野生動物(食品を除く)に起因する人獣共通寄生虫病(多包条虫他) (野中 2回)

九州に流行する人獣共通寄生虫病の現状と対策(回虫，肺吸虫他) (堀井2回)

その他，人獣共通寄生虫病に対する新しい取組や考え方などについての演習(野中 2図，堀井 l回)

その他の寄生虫病対策の実際

ピロプラズマ症など動物寄生虫を題材にして，人獣共通寄生虫病対策に応用できる新しい取組や考

え方などについての演習(野中 2回，堀井 l回)

+到達目標

演習を通して得られた知識や技術を応用して，公衆衛生の立場からの対策法立案，対策法の評価のため

のデータ取得と解析が行えるようになる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター・野中 成晃
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授業科目:名 獣医麻酔学特別演習

担当教員名 永延清和

単位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

@授業のねらい

各種動物の麻酔法・鎮痛法の理解を深めるため、麻酔の基本的な事項と動物ごとの特徴について学

習する。そして、動物の安全かつ有効な麻酔・鎮痛法の発展に向け、現在の動物の麻酔法の問題点を

解決するための手法を考えさせる。

@授業計画

動物の麻酔の概説(l回)

動物の麻酔に使用する薬物 (6回)

抗コリン薬、鎮静作用・精神安定作用のある薬物、鎮痛作用のある薬物、静脈内麻酔薬、

吸入麻酔薬、筋弛弛緩薬

麻酔器、呼吸回路、人工呼吸器 (2回)

動物の全身麻酔の管理 (6回)

動物の局所麻酔 (3回)

動物の疹痛管理 (3回)

動物の心肺蘇生法 (2回)

動物の安楽死法(1回)

動物穏ごとの麻酔の特徴 (6回)

犬、猫、反須類、馬、げっ歯類、鳥

@到達目標

演習の内容について，良く理解でき，考察できること。またそれらの知識や経験を利用し、動物の

麻酔研究の立案や、研究展開が出来るようになること。さらに関連分野の研究についての討論が行な

えること。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 獣医防疫学演習

担当教員名 乗峰潤ニ、関口敏

単位数 4単位 | 配当年次 11~4年次

@授業のねらい

産業動物伝染病発生の有無の早期診断、特にPCR診断、血清学的診断を使った正確で迅速な診断

技術を習得する演習を行う。さらに診断後の最善で迅速な対応についてケーススタディーを通して指

導していく。また、ワクチン接種における抗体価と感染による抗体価の上昇の相違について実習をと

おして精通してもらう。

-授業計画

(乗峰 15回)

①伝染病の診断技術について、原理や方法、得られた結果の解釈などを解説する。また、ワクチン

の使用目的および防御効果についても解説する。

(15回)

@伝染病の発生を防ぐための適切な防疫戦略について解説する。また、伝染病発生後の対応方法な

どについても事例を交えながら解説する。

-到達目標

現場で求められている実践的な知識や技術を習得する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

女コーディネーター:乗峰潤ニ
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